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発給停止を撤回
米国留学ビザ

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
14
日
、
留

学
生
へ
の
ビ
ザ
発
給
を
制
限
す

る
と
発
表
し
た
規
制
を
撤
回
し

た
。新
規
則
は
６
日
に
米
移
民
・

関
税
執
行
局
︵
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︶
が
発

表
、
９
月
か
ら
の
新
学
期
に
オ

ン
ラ
イ
ン
の
み
を
履
修
す
る
留

学
生
に
は
、
Ｆ
１
︵
一
般
学
生

向
け
︶
と
Ｍ
１
︵
職
業
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
向
け
︶
の
ビ

ザ
を
発
給
し
な
い
方
針
を
打
ち

出
し
、
す
で
に
ビ
ザ
を
取
得
し

て
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

だ
け
を
受
け
る
留
学
生
は
出
国

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
留
ま
る

に
は
対
面
授
業
を
行
う
教
育
機

関
に
編
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
と
し
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
多
く
の
大

学
や
教
育
機
関
が
９
月
以
降
も

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
継
続
す
る

と
発
表
し
て
お
り
、
新
学
期
か

ら
も
す
べ
て
の
授
業
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
と
発
表
し
て
い
た

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学︵
Ｍ
Ｉ
Ｔ
︶

が
８
日
、
新
規
則
の
一
時
差
し

止
め
命
令
を
求
め
る
訴
訟
を
ボ

ス
ト
ン
連
邦
地
方
裁
判
所
に
起

こ
し
、
12
日
に
は
イ
エ
ー
ル
大

学
や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
な
ど
59

の
大
学
が
両
大
学
を
支
持
す
る

法
廷
助
言
書
を
提
出
し
た
。

　

州
も
動
き
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
ザ
ビ
エ
ル
・
ベ
セ
ラ
司

法
長
官
は
９
日
、
学
生
に
対
面

授
業
へ
の
出
席
を
強
い
る
新
規

制
は
多
く
の
人
々
を
感
染
リ
ス

ク
に
さ
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
差
し
止
め
を
求
め
ト
ラ
ン

プ
政
権
を
提
訴
し
た
。
同
州
で

は
２
０
１
９
年
時
点
で
留
学
生

が
約
16
万
２
０
０
０
人
い
る
。

13
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

レ
テ
ィ
シ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
司

法
長
官
も
独
自
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
連
邦
地
方
裁
判
所
に
提
訴

し
た
と
発
表
し
た
。訴
状
で﹁
公

衆
衛
生
を
危
険
に
さ
ら
す
だ
け

で
な
く
、
毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
勉
強
す
る
10
万
人
を
超
え
る

留
学
生
の
移
民
状
態
を
脅
か

す
﹂
と
し
て
い
る
。

　

同
日
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
や
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
な
ど
17
の

州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
も
同
様

の
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
。
民
主

党
が
主
導
し
た
取
り
組
み
で
、

取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
マ
ウ
ラ
・

ヒ
ー
リ
ー
司
法
長
官
は
提
訴
発

表
の
声
明
の
な
か
で
﹁
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
、
こ
の
無
意
味
な
規

則
の
根
拠
を
説
明
し
よ
う
と
さ

え
し
な
か
っ
た
﹂と
非
難
し
た
。

17
州
と
Ｄ
Ｃ
に
は
２
０
１
９
年

時
点
で
37
万
３
千
人
の
留
学
生

が
在
籍
し
て
い
る
。
イ
ェ
ー
ル

大
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
、
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
州
立
大
な
ど
約
40
の
高

等
教
育
機
関
が
こ
の
訴
訟
を
支

持
す
る
と
の
声
明
を
出
し
て
い

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
﹁
も
し

再
開
し
な
い
な
ら
、︵
教
育
︶

予
算
を
打
ち
切
る
か
も
知
れ
な

い
！
﹂
と
８
日
に
は
ツ
イ
ー
ト

す
る
な
ど
対
面
授
業
の
早
期
再

開
を
強
く
求
め
て
い
た
が
、
撤

回
に
追
い
込
ま
れ
た
。
11
月
の

大
統
領
選
挙
に
向
け
て
経
済
回

復
や
学
校
の
正
常
化
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
と
見
ら
れ
、
慎
重
姿

勢
の
民
主
党
と
対
立
し
て
い
る

状
態
だ
。

　

米
国
の
大
学
に
は
２
０
１
９

年
時
点
で
約
１
１
０
万
人
の
留

学
生
が
在
籍
。
提
訴
し
た
ハ
ー

バ
ー
ド
大
で
10
％
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で

12
％
を
留
学
生
が
占
め
る
。
新

規
制
が
施
行
さ
れ
れ
ば
留
学
生

の
激
減
は
避
け
ら
れ
ず
、
多
く

の
大
学
で
収
入
が
大
幅
に
減
少

す
る
に
は
必
至
だ
。
な
お
留
学

生
の
３
分
の
１
強
の
約
37
万
人

は
中
国
人
が
占
め
て
い
る
。
発

表
か
ら
１
週
間
、
翻
弄
さ
れ
た

国
内
外
の
大
学
、
留
学
生
に
安

堵
が
広
が
っ
た
。

トランプ大統領

「五番街を汚すな」
BLACK LIVES MATTER

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
９
日
午

前
、黄
色
い
巨
大
な
文
字
で﹁
ブ

ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
﹂

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
五
番
街
55
丁

目
か
ら
57
丁
目
ま
で
の
ト
ラ
ン

プ
タ
ワ
ー
正
面
の
路
上
一
面
に

描
い
た
。

　

市
で
は
現
在
、
ビ
ル
・
デ
ブ

ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
の
許
可
を
経

て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
な
ど
市
内
５
区
の
路
上
に

黒
人
差
別
抗
議
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
こ
の
文
字
を
描
い
て
い

る
。
当
日
は
、
市
長
自
身
も
黒

人
人
権
運
動
の
指
導
者
で
あ
る

ア
ル
・
シ
ャ
ー
プ
ト
ン
氏
と
共

に
路
上
ペ
イ
ン
ト
作
業
に
参
加

し
、
袖
ま
く
り
を
し
て
マ
ス
ク

姿
で
冒
頭
ペ
イ
ン
ト
し
た
。

　

﹁
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
先
週
、

私
た
ち
が
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

な
五
番
街
を
汚
す
と
批
判
し
て

ツ
イ
ー
ト
し
た
が
、私
た
ち
は
、

五
番
街
を
汚
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
五
番
街
の
自
由
と
活
性

化
を
促
し
て
い
る
の
だ
﹂
と
ス

ピ
ー
チ
し
た
。

︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶
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イ
ケ
メ
ン
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飾
Ｑ
＆
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 ケン 青木
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ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
は
稀
な

創
業
２
０
０
年
を
祝
っ
て
間
も

な
い
ブ
ル
ッ
ク
ス
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

社
が
経
営
破
綻
。
連
邦
破
産
法

第
11
条
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
プ
タ

ー
11
の
申
請
で
再
建
を
目
指
し

ま
す
が
厳
し
い
道
の
り
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
１
９
９
０
年
代
以

降
の
30
年
間
、
同
社
は
親
会
社

と
な
っ
た
外
資
の
方
針
で
急
速

な
店
舗
数
拡
大
政
策
を
続
け
て

来
ま
し
た
。
当
時
内
部
に
い
た

僕
は
Ｎ
Ｏ
の
意
思
表
示
を
し
ま

し
た
が
、
極
め
て
少
数
派
で
し

た
。
そ
し
て
投
資
に
よ
る
店
舗

数
急
拡
大
の
目
玉
が
カ
ジ
ュ
ア

ル
ウ
エ
ア
の
拡
充
と
レ
デ
ィ
ー

ス
の
強
化
、
そ
の
た
め
に
ア
ン
・

テ
ー
ラ
ー
の
ト
ッ
プ
を
ス
カ
ウ

ト
し
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
チ
ェ
ー

ン
・
ス
ト
ア
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
紳
士
服
の
専
門
店
に
導
入
し

た
の
で
す
。
こ
の
様
な
手
法
は
、

3
年
間
は
店
舗
拡
大
に
よ
る
売

り
上
げ
増
に
よ
る
﹁
目
眩
し
効

果
﹂
が
期
待
出
来
る
の
で
す
が
、

四
年
、
五
年
と
経
過
す
る
に
連

れ
て
﹁
筋
肉
質
﹂
の
経
営
を
し

て
い
な
い
と
必
ず
ボ
ロ
が
出
て

来
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
次

は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
増
。
因
み

に
現
在
ア
メ
リ
カ
国
内
で
正

規
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
合
わ
せ

て
２
５
０
店
舗
と
言
わ
れ
お
り

ま
す
が
、
40
年
前
日
本
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
始
め
た
際
、
青
山
店
が

20
店
舗
目
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ

国
内
に
19
店
舗
し
か
な
か
っ
た

の
で
し
た
。
創
業
１
６
０
年
で

20
店
舗
だ
っ
た
経
営
が
そ
れ
か

ら
40
年
で
12
倍
、
世
界
で
は
25

倍
の
数
に
増
え
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。
日
本
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
順
調
で
、
た
っ
た
の
一
年

で
黒
字
化
。
以
降
連
結
決
算
で

ア
メ
リ
カ
本
国
の
赤
字
を
補
填

し
て
余
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
頼
み
の
日
本
が
こ
の

3
年
間
ず
っ
と
赤
字
で
急
速
に

数
値
が
悪
化
し
て
の
結
果
だ
っ

た
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
経
営

の
た
め
に
製
品
の
質
も
高
級
で

も
な
く
、
そ
の
割
に
値
段
も
安

価
で
は
な
い
と
い
う
中
途
半
端

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

社
は
１
８
１
８
年
、
ア
メ
リ
カ

建
国
か
ら
40
数
年
を
経
た
状
況

で
、
英
国
か
ら
の
移
民
で
あ
っ

た
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ン
ズ
・
ブ
ル

ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ロ
ー
ワ
ー
・
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
ト

リ
ー
ト
と
チ
ェ
リ
ー
・
ス
ト
リ

ー
ト
が
交
差
す
る
北
東
の
角

にH
&

D
.H

.B
rooks&

C
o

と

し
て
開
店
し
ま
し
た
。
創
業
者

の
息
子
達
が
共
同
経
営
す
る
様

に
な
り
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
と
改
称
。
19
世
紀
当
時
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
の
交
易
船
は
全
て
イ
ー
ス

ト
・
リ
バ
ー
に
入
っ
て
来
た
の

で
船
か
ら
荷
を
下
ろ
し
直
ぐ
店

頭
に
並
べ
ら
れ
る
便
利
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
だ
と

︵
笑
︶。
当
時
の
船
は
ま
だ
現
代

の
様
な
大
き
さ
で
な
く
、
川
底

が
浅
い
イ
ー
ス
ト
・
リ
バ
ー
で

も
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
し
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

社
は
創
業
当
初
か
ら
英
国
系
移

民
ら
を
対
象
に
様
々
な
英
国
製

の
衣
料
品
・
洋
品
を
仕
入
れ
て

販
売
す
る
と
共
に
紳
士
服
店
と

し
て
テ
ー
ラ
ー
ド
・
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
の
開
発
に
も
熱
心
に
取
り

組
ん
だ
の
で
す
。
当
時
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
で
人
と
物
の
出
入
り
が

多
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
多
忙
を

極
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め

に
短
い
日
数
で
納
め
ら
れ
る

﹁
既
製
服
﹂
の
ス
ー
ツ
や
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
世
界
で
初
め
て
開
発

し
た
の
で
す
。
御
手
本
は
英
国

の
紳
士
服
で
し
た
。
当
時
は
英

国
の
紳
士
服
も
﹁
ス
ー
ツ
の
勃

興
期
﹂、
男
性
の
ス
ー
ツ
と
は

実
は
軍
服
を
﹁
民
間
用
に
改
造
﹂

し
た
も
の
な
の
で
す
。
19
世
紀

半
ば
か
ら
20
世
紀
に
至
る
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
女
王
治
世
下
は
大
英

帝
国
最
盛
期
、
世
界
中
に
植
民

地
を
持
ち
、
支
配
す
る
に
あ
た

り
、
円
滑
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め

軍
服
で
は
な
く
ス
ー
ツ
が
求
め

ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

英
国
の
紳
士
服
は
男
性
を
立

派
に
魅
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、︵
１
︶
背
筋
を
伸
ば
し
た

状
態
で
最
も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
様

仕
立
て
、︵
２
︶
肩
に
は
パ
ッ

ド
を
入
れ
、︵
３
︶
ウ
エ
ス
ト

を
絞
り
胸
部
を
強
調
な
ど
、
男

性
の
身
体
的
、
精
神
的
逞
し
さ

を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

の
で
す
が
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
紳
士
服
は
生

地
、
素
材
は
英
国
伝
統
の
も
の

を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
英
国
紳
士

服
に
お
け
る
権
威
主
義
的
思
想

の
真
逆
を
行
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
︵
１
︶
息
を
吐
い
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
フ
ィ
ッ

ト
、
背
中
の
丸
み
を
強
調
し
、

︵
２
︶
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
ョ
ル

ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
パ
ッ
ド
を
極

力
排
し
た
ソ
フ
ト
な
仕
立
て
、

さ
ら
に
は
︵
３
︶
ウ
エ
ス
ト
を

あ
ま
り
絞
る
こ
と
な
く
、
全
体

に
穏
や
か
で
よ
り
親
し
み
が
持

て
る
﹁
雰
囲
気
﹂
を
心
掛
け
た

の
で
し
た
。
資
本
主
義
の
時
代
、

お
互
い
よ
り
信
頼
感
を
高
め
、

本
音
で
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ー
ク
を

し
よ
う
と
い
う
目
的
の
た
め
に

で
す
。

　

19
世
紀
末
当
時
と
し
て
は
正

に
画
期
的
だ
っ
た
ボ
タ
ン
ダ
ウ

ン
カ
ラ
ー
の
シ
ャ
ツ
に
つ
い
て

も
そ
う
な
の
で
す
が
、
着
心
地

の
良
さ
と
見
映
え
に
細
心
の
配

慮
を
し
つ
つ
、
常
に
時
代
の
少

し
先
を
行
く
素
材
を
導
入
し
つ

つ
革
新
的
製
品
を
提
供
し
続
け

て
き
た
こ
と
が
同
社
が
長
く
ビ

ジ
ネ
ス
を
続
け
ら
れ
て
き
た

﹁
本
当
の
理
由
﹂
だ
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
数
十
年
、
前
述
し

た
様
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
し

た
。
伝
統
を
た
だ
守
る
だ
け
で

な
く
、﹁
革
新
し
続
け
る
伝
統
﹂

に
戻
れ
る
の
か
？　

適
正
な
会

社
の
規
模
の
模
索
と
共
に
二
つ

の
大
き
な
課
題
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
再
建
の
行
方

本紙がある食料品店等
「週刊 NY 生活」をピックアップできる食料品店等リスト　
                                                   ＊ (2020 年 6 月 20 日現在）

●マンハッタン
・TOMIZ（18 E. 41st. St.　212-779-0740）
・Dainobu
  （36 W 56th St. 212-707-8525）
  （129 E 47th St.  212-755-7380）
  （498 6th Ave.  212-645-0237 ）
・Katagiri Japanese Grocery
  （224 E 59th St.  212-755-3566）
  （370 Lexington Ave.  917-472-7025）
・Sunrise Mart
  （12 E 41st St.  646-380-9280）
  （494 Broome St. 212-219-0033）
  （4 Stuyvesant St.  212-598-3040）
・Kinokuniya Bookstores New York (1073 6th Ave. 212-869-1700)

●クイーンズ
・Family Market（2915 Broadway, Astoria  718-956-7925）
・Sakura-ya Japanese Mart
  （73-05 Austin St, Forest Hills  718-268-7220）
・Japan Corner (51-27 43rd Ave., Woodside 917-745-0314)

●ブルックリン
・Sunrise Mart at Japan Village（934 3rd Ave, Brooklyn  347-584-4579）
・750 Myrtle Diner / Japanese Grocery Store（750 Myrtle Ave., Brooklyn)

●ウエストチェスター・コネチカット
・Daido Market（522 Mamaroneck Ave. White Plains  914-683-6735）
・Frontier Market（18 N Central Ave, Hartsdale　914-831-3900）
・Maruichi Japanese Food & Deli Stamford
  （1980 W Main Street, Stamford, CT　203-914-1801）
・Maruichi Japanese Food & Deli Scarsdale
  （816 White Plains Rd, Scarsdale  914-874-5290）
・Oishinbo（283 Halstead Ave. Harrison  914-835-4390）
・Hajime (267 Halstead Ave., Harrison 914-777-1543)

●ロングアイランド
・Shin Nippon Do（63 Mineola Ave, Roslyn Heights　516-625-1814）
・Tominaga Shouten（169 Main St A, Port Washington  516-883-1836）
・Yamaguchi Japanese restaurant 
  (49 Main Street, Port Washington 516-883-3500)
・Torigo Japanese Restaurant (196 Jericho Tpk., Floral Park 516-352-1116)

●ニュージャージー
・J Mart（44 Chestnut St, Ridgewood　201-857-5738）
・Mitsuwa Marketplace – New Jersey
  （595 River Rd, Edgewater  201-941-9113）
・Parisienne Bakery（250 Main St, Fort Lee　201-592-8878）
・Tawara Mart（55 W Main St, Ramsey　201-327-4555）
・Yasainet Plus（490 Kinderkamack Rd, River Edge　201-523-9777）
・Paramus Public Library (116 E. Century Rd., Paramus 201-599-1302)
・Yasainet Plus （490 Kinderkamack Rd, River Edge　201-523-9777）

●宅配サービス
・NY Nojo Fresh (nynojofresh@gmail.com / 917-745-0314)

定期購読も承っております。　info@nyseikatsu.com   
ニューヨーク生活プレス社

mailto:nynojofresh@gmail.com/917-745-0314
mailto:info@nyseikatsu.com
http://5shiki-print.com/
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米
国
南
部
州
﹁
サ
ン
・
ベ
ル

ト
﹂
で
の
激
戦
地
は
テ
キ
サ
ス
、

フ
ロ
リ
ダ
、
ア
リ
ゾ
ナ
と
い
う

コ
ロ
ナ
感
染
急
増
州
で
も
あ
り

ま
す
。
最
新
の
調
査
で
は
そ
の

フ
ロ
リ
ダ
で
バ
イ
デ
ン
支
持
が

48
％
で
ト
ラ
ン
プ
よ
り
６
ポ
イ

ン
ト
多
く
、
テ
キ
サ
ス
で
は
ト

ラ
ン
プ
支
持
の
46
％
に
バ
イ
デ

ン
が
45
％
で
肉
薄
、
ア
リ
ゾ
ナ

で
は
両
者
46
％
で
伯
仲
と
い

う
、
ト
ラ
ン
プ
優
位
だ
っ
た
前

回
選
挙
と
は
異
な
る
情
勢
の
よ

う
で
す
。
３
州
と
も
経
済
活
動

が
再
開
し
て
い
て
、
３
州
い
ず

れ
も
で
６
割
以
上
の
人
が
こ
の

再
開
を
﹁
早
す
ぎ
る
﹂
と
感
じ

て
い
る
の
も
一
因
で
し
ょ
う
。

　

特
徴
的
な
の
は
こ
の
３
州
で

ト
ラ
ン
プ
へ
投
票
す
る
と
い
う

人
の
３
分
の
２
が
﹁
ト
ラ
ン
プ

支
持
だ
か
ら
﹂
と
い
う
理
由
な

の
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン
へ
の
投

票
者
の
動
機
は
半
分
ま
で
が

﹁
ト
ラ
ン
プ
が
嫌
だ
か
ら
﹂
。
全

米
規
模
で
は
さ
ら
に
顕
著
で
、

バ
イ
デ
ン
に
投
票
す
る
人
の
直

接
の
バ
イ
デ
ン
支
持
は
35
％

で
、
62
％
が
﹁
反
ト
ラ
ン
プ
﹂

が
動
機
。
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
投

票
者
は
正
反
対
で
、81
％
が
﹁
ト

ラ
ン
プ
支
持
だ
か
ら
﹂
で
、
反

バ
イ
デ
ン
と
い
う
の
は
だ
っ
た

18
％
で
す
。

　

ア
リ
ゾ
ナ
で
は
バ
イ
デ
ン
支

持
者
の
94
％
、
ト
ラ
ン
プ
支
持

者
の
95
％
ま
で
が
、
11
月
３
日

の
投
票
日
ま
で
自
分
の
決
断
に

変
化
は
な
い
と
言
い
切
っ
て
い

て
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の
分
断

の
固
定
化
そ
の
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
Ｂ
Ｌ

Ｍ︵
黒
人
の
命
だ
っ
て
大
切
だ
︶

運
動
へ
の
対
応
の
拙
さ
と
で
、

ト
ラ
ン
プ
再
選
の
流
れ
は
ガ
ラ

ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
就
任
以

来
、
支
持
率
が
一
度
も
過
半
数

に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
大
統
領

と
い
う
の
も
珍
し
い
で
す
が
、

大
統
領
選
で
は
た
と
え
総
得
票

数
で
負
け
て
も
︵
前
回
の
対
ク

リ
ン
ト
ン
戦
と
同
じ
く
︶
代
議

員
数
で
勝
っ
て
再
選
を
、
と
目

論
む
ト
ラ
ン
プ
陣
営
。
な
の
に

﹁
サ
ン
・
ベ
ル
ト
﹂
だ
け
で
な

く
前
回
４
年
前
の
勝
利
の
カ
ギ

だ
っ
た
﹁
ラ
ス
ト
・
ベ
ル
ト
﹂

各
州
で
も
軒
並
み
﹁
不
利
﹂﹁
接

戦
﹂
の
数
字
が
報
告
さ
れ
て
い

て
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営
は
選
挙
戦

の
巻
き
返
し
に
懸
命
で
す
。
同

時
に
、
ロ
シ
ア
疑
惑
捜
査
で
有

罪
を
認
め
た
元
大
統
領
補
佐
官

マ
イ
ケ
ル
・
フ
リ
ン
の
起
訴
を

司
法
省
を
使
っ
て
取
り
下
げ
さ

せ
た
り
、
果
て
は
ト
ラ
ン
プ
の

長
年
の
フ
ィ
ク
サ
ー
だ
っ
た
ロ

ジ
ャ
ー
・
ス
ト
ー
ン
を
も
偽
証

罪
な
ど
の
重
罪
で
収
監
直
前
に

減
刑
放
免
し
た
り
と
、
ま
る
で

﹁
今
や
ら
ね
ば
後
が
な
い
﹂
か

の
よ
う
な
、
身
内
救
済
の
な
り

ふ
り
構
わ
ぬ
大
盤
振
る
舞
い
と

い
う
か
職
権
乱
用
と
い
う
か

…
…
こ
の
ま
ま
無
事
に
選
挙
実

施
に
ま
で
た
ど
り
着
け
る
か
さ

え
心
配
で
す
。

　

一
方
で
バ
イ
デ
ン
陣
営
は
前

回
の
ク
リ
ン
ト
ン
選
挙
の
失
敗

を
繰
り
返
さ
ぬ
た
め
、
今
回
は

若
い
世
代
に
絶
大
な
人
気
の
左

派
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
や

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
と

い
う
予
備
選
大
統
領
候
補
の
二

人
の
上
院
議
員
陣
営
と
も
緊
密

な
連
絡
を
取
り
合
い
、
作
業
部

会
を
立
ち
上
げ
て
３
か
月
に
わ

た
っ
て
政
策
の
す
り
合
わ
せ

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
結

果
、
気
候
変
動
や
医
療
保
険
制

度
、
教
育
な
ど
６
つ
の
分
野
で

１
１
０
ペ
ー
ジ
の
政
策
文
書
を

ま
と
め
、
８
月
の
全
国
党
大
会

で
事
実
上
の
公
約
で
あ
る
党
の

政
策
綱
領
と
し
て
発
表
し
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
陣

営
が
着
々
と
用
意
し
て
い
る
、

と
い
う
か
、
こ
れ
以
外
に
勝
機

は
な
い
と
頼
む
の
が
﹁
オ
ク
ト

ー
バ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
︵
10
月

の
不
意
打
ち
︶﹂
で
す
。

　

前
回
選
挙
で
も
最
後
の
最
後

の
10
月
末
に
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ

ン
ト
ン
の
私
用
メ
ー
ル
問
題
が

再
燃
し
て
流
れ
が
一
気
に
変
わ

り
ま
し
た
。
今
回
も
そ
う
し
た

ア
ッ
と
驚
く
仕
掛
け
が
画
策
さ

れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
北
朝

鮮
核
問
題
あ
る
い
は
中
国
と
の

貿
易
交
渉
で
の
何
ら
か
の
進
展

や
合
意
？ 

│
い
や
こ
の
と
こ

ろ
の
ト
ラ
ン
プ
の
隠
密
、
ル
デ

ィ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
の
動
き
を

見
て
い
る
と
、
ど
う
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
筋
、
バ
イ
デ
ン
の
次
男
ハ

ン
タ
ー
・
バ
イ
デ
ン
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
疑
惑
の
再
燃
だ
ろ
う
と
見

る
向
き
も
。
い
ず
れ
に
し
て
も

今
選
挙
は
、
史
上
例
を
見
な
い

波
乱
含
み
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
︵
武
藤
芳
治

／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︶

10
月
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

   

ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
13

日
、
14
日
か
ら
他
州
か
ら
の
人

の
流
入
を
厳
格
化
す
る
と
発
表

し
た
。
Ｎ
Ｙ
州
へ
飛
行
機
で
移

動
す
る
者
は
機
内
で
配
布
さ
れ

る
所
定
の
様
式
に
連
絡
先
を
記

入
し
、
到
着
時
に
空
港
に
お
い

て
州
職
員
に
提
示
し
、
自
己
隔

離
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
わ
な

か
っ
た
場
合
に
は
２
０
０
０
ド

ル
の
罰
金
を
科
し
た
上
で
事
情

聴
取
の
後
に
強
制
的
な
隔
離
を

施
す
場
合
も
あ
る
。
Ｎ
Ｙ
州
へ

電
車
、
バ
ス
、
車
な
ど
で
移
動

す
る
者
は
州
保
健
局
の
様
式
に

情
報
を
記
入
し
て
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
勧
告
の
対
象
州
は

次
の
21
州
。
ア
ラ
バ
マ
、
ア
ー

カ
ン
ソ
ー
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
フ
ロ
リ
ダ
、
ジ
ョ

ー
ジ
ア
、
ア
イ
オ
ワ
、
ア
イ
ダ

ホ
、
カ
ン
ザ
ス
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
、

ミ
ネ
ソ
タ
、ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、

ミ
シ
シ
ッ
ピ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
、
ネ
バ
ダ
、
オ
ハ
イ
オ
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
、
テ
ネ
シ
ー
、
テ
キ
サ
ス
、

ユ
タ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
。

他
州
か
ら
の
流
入

制
限
を
厳
格
化

　

Ｎ
Ｙ
州
で
７
日
に
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
を
含
む
ミ
ッ
ド
ハ

ド
ソ
ン
が
、
８
日
に
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
が
再
開
の
第
４
段
階

︵
フ
ェ
ー
ズ
４
︶
へ
と
移
行
し

た
。
フ
ェ
ー
ズ
４
に
移
行
し
た

地
域
で
は
10
日
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
再
開
が
認
め
ら

れ
た
。
モ
ー
ル
は
換
気
を
徹
底

し
、
訪
問
客
は
マ
ス
ク
の
着
用

と
他
者
と
一
定
の
距
離
を
取
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
Ｎ
Ｙ
市
に
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
ズ

島
が
、
訪
問
者
数
を
制
限
し
た

う
え
で
15
日
か
ら
再
開
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
ハ
イ
ラ
イ
ン

は
16
日
に
再
開
し
た
。
Ｎ
Ｙ
州

は
９
月
か
ら
の
学
校
の
再
開
に

つ
い
て
は
８
月
上
旬
に
決
定
す

る
見
込
み
。

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で

フ
ェ
ー
ズ
４
に
入
る

　

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
9
日
、
大
勢
が
集
ま
り
密

接
が
避
け
ら
れ
な
い
パ
レ
ー
ド

や
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
含

む
夏
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
９
月
30
日
ま
で
禁
じ
る
こ
と

を
発
表
し
た
。

　

同
市
当
局
は
、
大
型
イ
ベ
ン

ト
に
は
警
備
の
た
め
に
多
数
の

Ｎ
Ｙ
市
警
官
を
要
す
る
が
、
す

で
に
同
市
警
は
同
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
監
視
や
Ｂ
Ｌ
Ｍ

運
動
の
警
備
で
手
一
杯
で
、
充

分
な
人
数
を
確
保
で
き
な
い
可

能
性
も
あ
る
、
と
話
し
て
い

る
。
開
催
禁
止
の
対
象
に
な
る

の
は
、
同
市
内
の
公
園
で
の
屋

外
コ
ン
サ
ー
ト
、
1
ブ
ロ
ッ
ク

以
上
を
利
用
す
る
会
合
や
ス
ト

リ
ー
ト
・
フ
ェ
ア
な
ど
で
、
9

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
秋
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
の
屋

外
イ
ベ
ン
ト
、
イ
タ
リ
ア
系
米

国
人
文
化
を
祝
う
サ
ン
・
ジ
ェ

ロ
ー
ナ
祭
、
ウ
エ
ス
ト
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
も

含
ま
れ
る
。

　

抗
議
運
動
、
記
者
会
見
、
宗

教
的
行
事
、
そ
し
て
国
連
総
会

は
対
象
外
と
な
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｍ
抗

議
運
動
に
関
し
て
は
、
多
人
数

を
伴
う
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
悪
化
を
懸
念
す
る
声

も
あ
る
が
、
全
米
経
済
研
究

所
︵
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
︶
は
６
月
末
に

公
表
し
た
最
新
の
報
告
で
﹁
参

加
者
た
ち
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ

ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
を
守
っ
て
お

り
、そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
﹂

と
伝
え
て
い
る
。

夏
の
イ
ベ
ン
ト
禁
止

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
９
月
30
日
ま
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
10
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
拳
銃
発
砲
事
件
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
在
留
邦
人
に

注
意
を
喚
起
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
今
年
６
月
以
降
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
で
は
拳
銃
発
砲
事

件
が
多
発
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶

の
発
表
で
は
６
月
中
に
２
０
５

件
の
発
砲
事
件
が
発
生
、
昨

年
同
期
の
89
件
と
比
較
し
て

１
３
０
％
以
上
増
加
し
た
。
こ

の
傾
向
は
継
続
し
て
お
り
、
７

月
第
１
週
だ
け
で
80
件
以
上
の

発
砲
事
件
が
発
生
、
週
末
の
２

日
間
に
は
30
件
の
発
砲
事
件
で

11
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
最
近

の
傾
向
と
し
て
、
以
前
か
ら
発

砲
事
件
の
多
い
ブ
ロ
ン
ク
ス
や

釈
制
度
改
革
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
対
策
で
多
数
の
犯
罪
者

が
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
て
お

り
、
治
安
悪
化
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

主
な
事
件
＝
５
日
夕
方
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
区
の
ブ
ロ
ン
ク
ス

通
り
で
、
乗
用
車
か
ら
親
子
連

れ
が
撃
た
れ
父
親
が
死
亡
。
６

日
夕
方
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
セ

ン
ト
・
ア
ル
バ
ン
ス
で
、
少
年

が
首
と
体
を
撃
た
れ
負
傷
。
７

日
夜
間
、
イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ
ム

地
区
の
プ
リ
ー
ザ
ン
ト
ビ
ル
通

り
３
７
５
番
地
で
男
性
が
胸
を

撃
た
れ
病
院
に
運
ば
れ
た
が
死

亡
。
９
日
明
け
方
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
区
の
コ
ロ
ン
バ
ス
ア
ベ
ニ

ュ
ー
と
西
１
０
５
丁
目
で
男
性

が
胸
を
撃
た
れ
死
亡
。
Ｎ
Ｙ

市
は
犯
罪
マ
ッ
プ
︵https://

m
aps.n

y
c.g

ov
/crim

e/

︶

を
公
表
し
て
い
る
。

ク
イ
ー
ン
ズ
地
区
な
ど
の
他
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
も
発
砲
事
件

が
発
生
し
て
い
る
。

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
10
日
の

記
者
会
見
で
、
最
近
の
銃
犯
罪

の
増
加
に
言
及
し
た
上
で
同
日

夜
か
ら
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る

ハ
ー
レ
ム
な
ど
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
に
警
察
官
を
重
点
配
備

し
、
警
察
官
と
一
緒
に
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
が
巡
回
を
行
う
こ
と

や
、
犯
罪
防
止
に
向
け
た
若
者

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
犯
罪
急
増
は
保

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
治
安
悪
化

銃
撃
事
件
相
次
ぎ
総
領
事
館
が
警
告

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
︶
会
長

で
創
設
者
で
も
あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
飯
塚
国
雄
さ
ん
が
14

日
、
入
院
先
の
マ
ウ
ン
ト
・
サ

イ
ナ
イ
・
ウ
エ
ス
ト
︵
旧
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
︶
病
院
で
亡
く
な
っ

た
。
81
歳
だ
っ
た
。
４
月
初
旬

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
入
院
、
約
1
か
月
間
の

治
療
を
経
て
退
院
、
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
に
移
っ
た
が
、
そ
の

後
後
遺
症
や
心
臓
の
病
気
で
再

入
院
、
数
日
前
よ
り
心
臓
疾
患

が
悪
化
し
て
い
た
。

　

飯
塚
さ
ん
は
１
９
３
９
年
東

京
生
ま
れ
。
逗
子
開
成
高
校
、

お
茶
の
水
美
術
学
院
卒
業
後
61

年
渡
米
。
そ
の
後
永
住
権
を
取

得
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
﹁
ア

ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ

ー
グ
﹂
彫
刻
ス
ク
ー
ル
で
教
鞭

を
執
っ
た
。
73
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
美
術
家
協
会
を
創
立

し
、
初
代
会
長
と
な
る
。

　

医
師
だ
っ
た
母
親
の
愛
を
注

が
れ
て
母
子
で
育
ち
、
渡
米
前

の
結
婚
後
に
探
し
充
て
た
ま
だ

見
ぬ
父
親
が
被
爆
者
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
反
核
が
ア
ー
ト

活
動
の
根
源
と
な
っ
た
。
95
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

反
核
個
展
﹁
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ

へ
向
う
の
か
﹂
展
を
開
催
。
そ

の
重
い
テ
ー
マ
性
か
ら
社
会
派

作
家
と
も
称
さ
れ
る
が
、
恋
人

や
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
も

多
く
残
し
て
お
り
、
す
べ
て
が

人
間
主
義
に
貫
か
れ
て
い
た
。

98
年
に
紺
綬
褒
章
を
受
賞
。

Mother and Child of FUKUSHIMA
acrylic on canvas, 28 x 18”, 2014

飯
塚
国
雄
さ
ん
死
去

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会
会
長

https://maps.nyc.gov/crime/%EF%B8%B6
https://maps.nyc.gov/crime/%EF%B8%B6
https://maps.nyc.gov/crime/%EF%B8%B6
https://maps.nyc.gov/crime/%EF%B8%B6
https://maps.nyc.gov/crime/%EF%B8%B6
https://maps.nyc.gov/crime/%EF%B8%B6
https://mikoto-inc.com/global/
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ハ
モ

ン
ド
オ
ル
ガ
ン
奏
者
、
敦
賀
明

子
が
こ
の
ほ
ど
、
世
界
の
一
流

へ
の
登
竜
門
と
言
わ
れ
る
米
国

ダ
ウ
ン
ビ
ー
ト
・
マ
ガ
ジ
ン
の

国
際
批
評
家
投
票
の
オ
ル
ガ
ン

リ
リ
ー
ス
し
て
お
り
、
最
新
作

﹁E
qual T

im
e(

イ
コ
ー
ル
タ

イ
ム
︶﹂
は
米
ジ
ャ
ズ
チ
ャ
ー

ト
５
位
。
２
０
０
８
年
ス
イ
ン

グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
新
人
賞
、
17

年
ホ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
・

オ
ル
ガ
ン
部
門
最
優
秀
賞
な
ど

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

敦
賀
さ
ん
は
﹁
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
私
た
ち
の
演
奏
も
今
は
ネ

ッ
ト
配
信
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
ど
ん
な
状
況
で
も
聞
い
て

い
る
人
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な

演
奏
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
来
年
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
ツ
ア
ー
も
決
ま
っ
て
い

る
の
で
演
奏
の
再
開
が
待
ち

遠
し
い
で
す
﹂
と
喜
び
を
語

っ

て

い

た
。http://w

w
w

.
akikotsuruga.com

　

郵
便
受
付
停
止
地
域
在
住
者

の
現
況
届
提
出
一
時
猶
予
に
つ

い
て
日
本
年
金
機
構
で
は
、
米

国
を
含
む
郵
便
の
受
付
が
停
止

さ
れ
て
い
る
国
・
地
域
に
居
住

す
る
年
金
受
給
者
︵
現
況
届
の

提
出
期
限
が
令
和
2
年
2
月
末

日
以
降
で
あ
る
者
︶
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
に
お
い

て
郵
便
の
受
付
が
再
開
さ
れ
た

後
3
か
月
後
ま
で
の
間
は
、
現

況
届
の
提
出
が
な
く
て
も
年
金

の
支
払
い
を
継
続
す
る
取
り
扱

い
を
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
同

機
構
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
る
。

h
ttp

s://w
w

w
.n

en
k

in
.

go.jp/oshirase/taisetu
/

2
0

2
0

/2
0

2
0

0
6

/2
0

2
0

0
6

1001.htm
l

　

詳
細
及
び
年
金
の
現
況
届

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
日

本
年
金
機
構
問
い
合
わ
せ
窓

口
︵
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
︶

０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
室

年
金
改
革
法
が

成
立
し
ま
し
た
︵
そ
の
２
︶

　

２
０
２
０
年
５
月
に
成
立
し

た
日
本
の
年
金
改
革
法
で
公
的

年
金
に
関
し
て
主
た
る
改
正

点(

４
項
目)

の
中
で
繰
り
下

げ
受
給
の
上
限
年
齢
延
長
︵
70

歳
か
ら
75
歳
︶
を
前
回
説
明
し

ま
し
た
が
今
回
は
そ
の
続
き
で

す
。

︵
２
︶
繰
り
上
げ
受
給
の
減
額

率
の
変
更
︵
０
・
５
％
か
ら
０
・

４
％
に
緩
和
︶

　

公
的
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

は
原
則
65
歳
で
す
が
、
そ
れ
を

待
つ
こ
と
な
く
早
く
受
給
し
た

い
場
合
は
最
大
60
歳
ま
で
繰
り

上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
年
金
額
は
1
か
月
繰
り

上
げ
る
ご
と
に
０
・
５
％
減
額

さ
れ
る
の
で
、
60
歳
ま
で
60
か

月
繰
り
上
げ
れ
ば
30
％
減
と
な

り
ま
す
。
今
回
そ
の
減
額
率
が

０
・
４
％
縮
小
さ
れ
ま
す
。
60

歳
ま
で
繰
り
上
げ
る
と
減
額
率

は
30
％
か
ら
24
％
に
緩
和
さ
れ

ま
す
。
繰
り
下
げ
よ
り
繰
り
上

げ
を
選
択
さ
れ
る
方
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。
し
か
し
繰
り
上

︵
３
︶
65
歳
未
満
の
在
職
老
齢

年
金
の
減
額
基
準
変
更
︵
28
万

円
か
ら
47
万
円
に
緩
和
︶

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が

会
社
員
な
ど
と
し
て
働
き
一
定

額
以
上
の
収
入
を
得
る
と
、
年

金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
停
止
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
﹁
在

職
老
齢
年
金
制
度
﹂
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
現
在
60
歳
か
ら
64

歳
で
は
、
月
収
と
厚
生
年
金
の

合
計
が
28
万
円(

基
準
額)

を

超
え
る
と
、
超
え
た
金
額
の
半

分
が
厚
生
年
金
か
ら
減
額
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
が
２
０
２
０
年
4

月
以
降
は
基
準
額
が
47
万
円
に

な
り
、
こ
れ
に
よ
り
減
額
さ
れ

る
人
が
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

ま
さ
に
今
回
の
年
金
改
革
法
の

狙
い
の
一
つ
で
あ
る
働
く
高
齢

者
の
年
金
を
減
り
に
く
く
し
て

高
齢
者
の
就
労
の
支
援
と
な
る

わ
け
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
在
職
老
齢
年
金

の
基
準
額
は
現
行
通
り
47
万
で

あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
と
減
額

が
始
ま
り
ま
す
。

 

米
国
年
金
も
受
給
者
が
働

い
て
い
る
と
一
定
額
以
上
の

収

入

が

あ

る

場

合
、

年

金

が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、Full 

R
etirem

ent A
ge(

現

在

66

歳)

以
上
の
受
給
者
へ
の
減
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
反
し

て
日
本
は
、
一
定
額
以
上
の
収

入
あ
る
年
金
受
給
者
は
年
齢
に

関
係
な
く
何
時
ま
で
も
減
額
が

続
き
ま
す
。

︵
４
︶
65
歳
以
降
も
厚
生
年
金

に
加
入
継
続
す
る
な
ら
在
職
中

で
も
毎
年
年
金
が
増
え
る
﹁
在

職
定
時
改
定
﹂
制
度
導
入
。

　

厚
生
年
金
は
長
く
加
入
す
る

ほ
ど
年
金
額
は
増
加
し
ま
す
。

し
か
し
現
在
は
65
歳
以
降
、
厚

生
年
金
を
受
給
し
な
が
ら
働
い

て
い
る
期
間
は
厚
生
年
金
の
年

金
額
に
変
化
は
な
く
、
退
職
す

る
か
70
歳
に
な
っ
た
時
点
で
再

計
算
を
し
て
増
額
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
正
後
は

年
に
１
回
、
年
金
額
の
再
計
算

げ
は
早
く
も
ら
う
代
わ
り
に
一

生
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
例
え
ば
老
齢
基
礎
年
金

を
繰
り
上
げ
た
場
合
、
障
害
基

礎
年
金
の
請
求
が
出
来
な
く
な

り
ま
す
。
女
性
の
場
合
、
繰
り

上
げ
た
後
に
会
社
員
だ
っ
た
夫

に
先
立
た
れ
る
と
、
妻
は
65
歳

に
な
る
ま
で
老
齢
基
礎
年
金
と

遺
族
年
金
を
合
わ
せ
て
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ど
ち
ら
か

一
方
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
等
々
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
あ
り
ま
す
の
で
注
意
点
を
よ

く
理
解
し
た
上
で
選
択
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ネオワイズ彗星出現

23
年
ぶ
り
目
視

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
上
空
で

　

２
０
２
０
年
3
月
に
発
見

さ
れ
た
新
彗
星
、
ネ
オ
ワ
イ

ズ
彗
星
︵C

/2020 F3

︶
が

現
在
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
。

肉
眼
で
彗
星
が
見
え
る
の
は

１
９
９
７
年
以
来
23
年
ぶ
り
。

国
立
天
文
台
の
発
表
に
よ
る
と

7
月
8
日
現
在
、
明
る
さ
は
1

〜
2
等
級
で
観
測
。
こ
の
後
ゆ

っ
く
り
と
暗
く
な
っ
て
い
く
。

暗
い
場
所
で
の
夜
明
け
で
し
ば

ら
く
は
肉
眼
で
も
見
え
る
明
る

さ
だ
と
予
想
。
但
し
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
上
空
で
は
ビ
ル
の
明
か

り
な
ど
光
害
が
多
く
、
写
真
で

は
撮
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

肉
眼
で
は
ほ
ぼ
見
え
な
い
状

況
。
実
際
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
上
空

で
観
測
さ
れ
た
情
報
を
ま
と
め

る
と
、 

観
測
場
所
は
晴
れ
た
北

東
の
少
し
北
側
上
空
、
時
間
帯

は
午
前
３
時
30
分
頃
〜
午
前
４

時
30
分
頃
か
ら
夜
明
け
前
ま
で

の
間
。

　

米
航
空
宇
宙
局︵
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
︶

よ
り
、
赤
外
線
デ
ー
タ
と
可
視

光
画
像
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究

に
よ
る
と
、
特
徴
か
ら
こ
の
彗

星
の
直
径
は
約
5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
彗
星
の
核
が
す
す
け
た
暗

い
粒
子
で
覆
わ
れ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

　

撮
影
場
所
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
ー

の
川
沿
い
か
ら
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
向
か
っ
て
撮
影
。
撮
影
時
刻

は
午
前
４
時
27
分
。

　
　
　

︵
写
真
・
植
山
慎
太
郎
︶

﹁
オ
ル
ガ
ン
の
女
王
﹂
敦
賀
さ
ん

ダ
ウ
ン
ビ
ー
ト
誌
１
位
に

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

を
行
い
年
金
額
が
増
額
さ
れ
る

仕
組
み
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
働
き
続
け
れ
ば
年
金

額
は
増
額
す
る
こ
と
が
実
感
さ

れ
や
す
く
な
る
わ
け
で
す
。
以

上
が
今
回
の
年
金
改
革
法
の
主

た
る
改
正
点
の
説
明
で
す
が
、

施
行
時
期
は
２
０
２
２
年
4
月

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

部
門
で
見
事
１
位
に
選
ば
れ

た
。
チ
ャ
ー
ト
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
12
年
。
特
に
オ
ル
ガ
ン
は

黒
人
、
そ
し
て
男
性
が
強
い
部

門
で
、
そ
の
中
で
日
本
人
女
性

が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

ベ
テ
ラ
ン
、
新
人
両
部
門
全
体

で
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
秋
吉

敏
子
以
来
の
快
挙
と
な
る
。
兵

庫
県
尼
崎
市
出
身
。
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
の
両
親
の
影
響
で
子
供

の
頃
か
ら
教
会
音
楽
に
触
れ

る
。
関
西
一
円
で
活
動
の
後
、

２
０
０
１
年
か
ら
活
動
の
拠
点

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
し
、
ハ

ー
レ
ム
の
老
舗
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

﹁
シ
ョ
ウ
マ
ン
ズ
﹂
を
皮
切
り

に
演
奏
活
動
を
始
め
る
。
独
自

の
音
楽
性
を
認
め
ら
れ
、
ア
ル

ト
・
サ
ク
ソ
ホ
ー
ン
の
巨
匠
、

ル
ー
・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
の
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
に
抜
擢
さ
れ
、
ス
テ

ー
ジ
上
で
は
﹁
オ
ル
ガ
ン
の
女

王
﹂
の
名
を
持
つ
。
現
在
ま
で

に
日
米
通
算
12
枚
ア
ル
バ
ム
を

マンハッタンのハドソンヤードにある超高層展望台エッジの横に浮かぶネオワイズ彗星（円内）
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帝
王
学
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・

リ
ー
ダ
ー
ズ
・
２
０
２
０
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
の
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
か
す
帝
王
学
を
学
ぶ
講
座
﹂

が
、
31
日
︵
金
︶
か
ら
９
月
25

日
︵
金
︶
ま
で
開
講
す
る
。

　

帝
王
学
と
は
２
５
０
０
年
前

か
ら
伝
わ
る
﹁
陰
陽
五
行
論
﹂

を
ベ
ー
ス
と
し
た
帝
王
︵
リ
ー

ダ
ー
︶
の
た
め
の
教
え
。
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
課
題
解
決
に
特
化
し

た
コ
ー
ス
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
を
予
測
す
る
予

知
学
や
人
を
動
か
す
リ
ー
ダ
ー

像
、
変
化
に
負
け
な
い
チ
ー
ム

の
作
り
方
な
ど
の
ほ

か
、
陰
陽
五
行
論
か

ら
分
析
す
る
経
営
戦

略
や
錬
金
術
な
ど
を

学
ぶ
。
時
間
は
午
後

８
時
か
ら
10
時
ま

で
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
全

６
回
の
講
義
と
研
鑽

ル
ー
ム
２
回
が
含
ま

れ
る
。
講
師
は
、
日

本
全
国
で
帝
王
学
・

陰
陽
五
行
論
を
教
え

て
い
る
桂
大
生
氏
。

ま
た
、
10
月
か
ら
は

﹁
人
間
関
係
に
活
か

す
帝
王
学
を
学
ぶ
講

座
﹂
も
開
講
す
る
。

　

受

講

費

は

２
０
０
０
ド
ル
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
。

https://mikoto-inc.com/global/?fbclid=IwAR1gLMmbuCD5tsw7XRXW3N46
8YiwQtyf7laVVZl9xeTj-1qmbwGd4bYsFFA

帝
王
学
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
開
始

　

Ｎ
Ｙ
で
お
暮
ら
し
の
日
本
人

の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
私

は
、
予
備
校
や
高
校
に
て
小
論

文
の
書
き
方
指
導
を
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

自
分
史
︵
自
分
の
歴
史
︶
を
書

く
こ
と
で
、
志
望
理
由
や
自
己

ア
ピ
ー
ル
の
文
章
作
成
の
指
導

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続

か
ら
こ
そ
今
、
特
に
小
学
生
の

お
子
様
に
﹁
文
章
を
書
く
こ
と
﹂

の
楽
し
み
を
知
っ
て
頂
き
た
く

今
回
、
絵
日
記
を
使
っ
た
書
き

込
み
シ
ー
ト
を
ご
紹
介
す
る
に

至
り
ま
し
た
。　

　

小
学
生
講
座
は
主
に
、
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
、
こ
こ
10
年
ほ

き
、
お
う
ち
時
間
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

で
は
一
体
何
を
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
い
い
の
か
と
い
っ
た
、
お

悩
み
も
多
い
の
で
は
…
？ 

だ

で
は
、
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
書
か

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
で
は

な
か
な
か
書
け
な
い
た
め
、
Ｂ

４
サ
イ
ズ
の
絵
日
記
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
を
数
枚
書
く
こ
と
で
、
事

足
り
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
私
が
考
え
ま
し
た
の

は
、
ま
ず
﹁
書
く
テ
ー
マ
を
決

ど
、
夏
休
み
期
間
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。﹁
と
に
か
く
書

け
な
い
﹂﹁
な
に
を
ど
う
書
い

た
ら
い
い
の
か
全
く
わ
か
ら
な

い
﹂
と
い
う
お
声
か
ら
生
ま
れ

た
の
が
、
ご
紹
介
す
る
﹁
絵
日

記
か
ら
は
じ
め
る
文
章
教
室
﹂

で
す
。

　

現
在
日
本
の
多
く
の
小
学
校

で
は
、
低
学
年
を
中
心
に
、
夏

休
み
に
絵
日
記
の
宿
題
が
数
枚

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
十
年
前

め
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
書
け

ば
い
い
よ
、
と
言
わ
れ
て
も
、

例
え
ば
、
書
く
材
料
の
揃
え
方

が
わ
か
ら
ず
、
結
局
数
行
し
か

書
け
ず
に
、
終
わ
っ
て
し
ま
う

生
徒
さ
ん
が
多
か
っ
た
か
ら
、

な
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
に
は
予
め
、
定
め
た

テ
ー
マ
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

﹁
今
日
の
花
﹂
や
﹁
今
日
見
つ

け
た
初
夏
﹂﹁
今
日
の
こ
と
わ

ざ
﹂
や
﹁
今
日
の
漢
字
﹂
等
々
。

絵
は
、
ぬ
り
え
を
出
来
る
よ
う

に
、
白
黒
で
挙
げ
た
り
、
写
真

を
貼
っ
た
り
、
新
聞
の
切
り
抜

き
も
貼
っ
た
り
、
葉
っ
ぱ
も
貼

っ
た
り
。
絵
が
苦
手
で
も
、
自

分
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
れ
ば
良

い
の
で
す
。

　

書
く
テ
ー
マ
を
ふ
ま
え
、
次

に
書
く
た
め
の
材
料
を
揃
え
ま

す
。
そ
の
順
番
は
、次
の
通
り
。

﹁
①
だ
れ
が
﹂﹁
②
ど
う
し
た
﹂

が
ま
ず
基
本
で
す
。そ
の
次
に
、

﹁
③
い
つ
﹂﹁
④
ど
こ
で
﹂﹁
⑤

な
に
を
﹂
と
付
け
加
え
て
い
き

ま
す
。
こ
の
順
で
言
葉
を
あ
げ

て
い
き
、
接
続
語
も
少
し
考
え

な
が
ら
書
い
て
い
く
こ
と
で
、

文
章
が
出
来
ま
す
。
出
来
な
か

っ
た
こ
と
が
、
出
来
た
、
書
け

た
と
い
う
自
信
と
な
る
。
こ
れ

こ
そ
が
、
も
う
少
し
材
料
を

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
探
し
て

み
よ
う
、
自
分
の
言
葉
で
ち
ょ

っ
と
書
い
て
み
よ
う
、
と
い
う

と
こ
ろ
に
も
繋
が
る
の
で
す
。

な
お
、
書
き
込
み
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
は
、
下
記
リ
ン
ク
先
か

ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
頂
け
ま
す
。
ご
活
用

下
さ
い
ま
せ
。
小
学
生
の

皆
さ
ん
が
、
文
章
を
書
く

こ
と
を
通
じ
て
、
お
う
ち

時
間
を
、
保
護
者
様
と
共

に
、
よ
り
佳
き
ひ
と
と
き

と
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

祈
り
つ
つ
。

か
ど
の
・
ひ
ろ
み
＝
出
版

社
の
作
文
添
削
、
高
校
や

予
備
校
な
ど
へ
の
出
張
事

業
な
ど
で
20
年
以
上
の
実

績
を
も
ち
、
小
論
文
講

師
・
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

活
躍
。﹁
小
論
文
﹂
や
﹁
作

文
﹂、﹁
自
己
推
薦
書
﹂
の

書
き
方
を
独
特
の
手
法
で

指
導
。
面
接
に
も
対
応
。

今
こ
そ
、
文
章
を
書
こ
う

〜
絵
日
記
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ら
書
け
る
〜

角
野
　
裕
美

２

提
供
・
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド

w
w

w
.firstbrand.co.jp

協
力
・
マ
イ
イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ

w
w

w
.m

yeventusa.com

https://mbp-japan.com/osaka/offi ce-catalyst/column/5054265/

  

ク
ニ
ピ
ア
ッ
ク
大
学
が
５
月

20
日
に
発
表
し
た
世
論
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
第
２

波
が
秋
に
来
る
可
能
性
が
﹁
非

常
に
高
い
﹂
と
す
る
割
合
は
47

％
で
、
﹁
や
や
高
い
﹂
の
40
％

と
合
わ
せ
る
と
、
約
９
割
が
秋

に
第
２
波
が
来
る
と
予
想
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
調
査

の
実
施
時
期
は
５
月
14
〜
18

日
。
対
象
者
は
全
米
の
有
権
者

１
３
２
３
人
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
よ
る
危
機
が
い
つ
ま
で
続
く

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

﹁
１
年
以
上
﹂
と
い
う
回
答
が

56
％
と
過
半
を
占
め
た
。
﹁
数

か
月
﹂
は
34
％
だ
っ
た
。
ワ
ク

チ
ン
が
い
つ
ご
ろ
普
及
す
る
か

と
い
う
問
い
に
は
﹁
１
年
以
上

先
﹂
が
44
％
、
﹁
１
年
以
内
﹂

が
40
％
、
﹁
数
か
月
先
﹂
が
12

％
と
、
２
０
２
１
年
以
降
に
な

る
と
予
想
す
る
人
が
多
か
っ

た
。
国
内
の
感
染
状
況
が
今
後

﹁
良
く
な
る
﹂
と
回
答
し
た
人

は
36
％
、﹁
悪
く
な
る
﹂
が
29
％
、

﹁
変
わ
ら
な
い
﹂
が
33
％
と
分

か
れ
た
。
景
気
後
退
を
危
惧
す

る
割
合
は
﹁
非
常
に
危
惧
す
る
﹂

﹁
や
や
危
惧
す
る
﹂
を
合
わ
せ

る
と
81
％
で
、
大
多
数
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

経
済
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し
て

い
る
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

飛
行
機
に
乗
る
こ
と
に
﹁
安
全

で
な
い
と
思
う
﹂
が
74
％
と
感

染
を
危
惧
す
る
人
が
多
か
っ
た

が
、
衣
料
品
店
に
行
く
こ
と
は

49
％
が
﹁
安
全
と
思
う
﹂
と
回

答
し
た
。
こ
れ
か
ら
職
場
に
通

う
こ
と
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、﹁
安
全
と
思
う
﹂
が
55
％

と
半
数
を
超
え
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
に
行
く
こ
と
が
﹁
安
全
と
思

う
﹂
は
37
％
と
低
く
、
理
美
容

院
に
行
く
こ
と
が
﹁
安
全
と
思

う
﹂は
48
％
と
や
や
高
か
っ
た
。

感
染
拡
大
の
第
２
波

ー
ク
ニ
ピ
ア
ッ
ク
大
学
調
査
ー

秋
に
来
る
可
能
性
を
予
測

　

米
国
人
の
約
半
数
が
﹁
室
内

温
度
の
感
覚
が
異
な
る
相
手
と

は
デ
ー
ト
し
な
い
﹂
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
、
室
内

空
調
機
メ
ー
カ
ー
の
ト
レ
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
社
と
市

場
調
査
会
社
ワ
ン
ポ
ー
ル
の
調

べ
で
わ
か
っ
た
。

　

同
社
は
、
２
０
０
０
人
を
対

象
に
﹁
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
・
エ

チ
ケ
ッ
ト
︵
気
温
に
関
す
る
マ

ナ
ー
︶
﹂
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
米
国
人
が

最
も
快
適
と
感
じ
る
室
内
温
度

は
平
均
華
氏
69
度
︵
摂
氏
20
・

56
度
︶
だ
っ
た
。
４
分
の
１
は

﹁
室
内
温
度
が
原
因
の
口
論
で
、

友
人
関
係
が
終
わ
っ
た
こ
と
が

あ
る
﹂と
伝
え
て
い
る
。
一
方
、

67
％
は
﹁
暑
さ
に
は
た
い
て
い

耐
え
ら
れ
る
﹂と
答
え
て
お
り
、

多
く
は
不
眠
や
寝
汗
に
平
均
５

日
間
悩
ま
さ
れ
た
末
に
エ
ア
コ

ン
の
電
源
を
入
れ
て
い
る
。
そ

し
て
よ
う
や
く
我
慢
の
限
界
に

な
っ
て
エ
ア
コ
ン
を
点
け
ざ
る

を
得
な
く
な
る
と
、55
％
が﹁
負

け
た
﹂
と
思
い
、
そ
れ
で
も
７

人
の
う
ち
１
人
は
﹁
８
月
ま
で

エ
ア
コ
ン
に
は
頼
ら
な
い
﹂
と

い
う
。

　

エ
ア
コ
ン
を
点
け
る
こ
と
を

躊
躇
す
る
一
番
の
理
由
は
﹁
電

気
代
の
節
約
﹂
だ
が
、
同
社
は

﹁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
れ
ば
、
効
率
よ
く
稼

働
し
、
早
く
涼
し
く
な
り
、
電

気
代
の
節
約
に
も
つ
な
が
る
﹂

と
話
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
者
の
３
分
の
１
は
、
定
期

的
な
点
検
は
﹁
必
要
な
い
﹂﹁
大

事
で
は
な
い
﹂と
思
っ
て
い
る
。 

エアコンを
いつ入れるか

気温マナー調査

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ
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https://www.mtckitchen.com
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債
務
の
範
囲
内
で
財
産
を
引

き
継
ぐ
と
い
う
条
件
で
相
続
を

﹁
限
定
承
認
﹂
す
る
と
、
債
務

超
過
分
の
支
払
義
務
が
な
く
な

り
ま
す
。
債
務
と
の
相
殺
︵
損

益
通
算
︶
後
、
財
産
が
ま
だ
残

っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
財
産
を
相

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
財

産
の
金
額
の
方
が
多
い
か
、
債

務
が
上
回
る
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、﹁
限
定
承
認
﹂
を

す
る
こ
と
が
安
全
と
い
え
ま

772
す
。﹁
限
定
承
認
﹂
す
る
に
は

相
続
人
全
員
が
﹁
限
定
承
認
﹂

に
同
意
し
て
、
相
続
開
始
か
ら

3
か
月
以
内
に
日
本
の
家
庭
裁

判
所
へ
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
反
対

者
が
い
る
場
合
、﹁
限
定
承
認
﹂

の
選
択
は
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

財
産
と
債
務
の
受
け
継
ぎ
を

一
切
拒
否
す
る
﹁
相
続
放
棄
﹂

の
申
述
書
を
提
出
す
る
と
、
裁

判
所
で
は
そ
の
申
述
が
本
人
の

意
思
か
ど
う
か
審
判
し
、
真
意

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
受

理
さ
れ
ま
す
。
申
述
受
理
証
明

書
が
あ
れ
ば
、
借
金
の
取
り
立

て
に
対
抗
・
拒
否
で
き
ま
す
。

﹁
相
続
放
棄
﹂
は
、
相
続
人
全

員
一
致
の
必
要
は
な
く
単
独
で

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

放
棄
者
は
、
始
め
か
ら
相
続
人

で
な
か
っ
た
も
の
と
見
な
さ

れ
、代
襲
相
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
他
の
相
続
人
が

受
け
る
相
続
分
の
割
合
や
、
相

続
順
位
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
︶

日
本
の
相
続
②

相
続
の
限
定
承
認
と

相
続
放
棄

　

米
国
内
に
18
店
の
﹁
無
印

良
品
﹂
を
運
営
す
る
Ｍ
Ｕ
Ｊ

Ｉ 
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
10
日
、
米
国
連

邦
破
産
法
第
11
章
の
適
用
を
米

連
邦
破
産
裁
判
所
に
申
請
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
店
舗
休
業
が
続
い
た
た
め

採
算
が
悪
化
し
た
こ
と
が
原
因

と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
等
地
に

大
型
店
舗
を
出
店
し
て
い
た
こ

と
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
３

月
末
時
点
で
の
負
債
総
額
は

６
４
０
０
万
ド
ル
︵
約
68
億

円
︶。

　

同
社
は
２
０
０
６
年
に
米
国

進
出
し
事
業
を
開
始
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
59
丁
目
や
五
番
街

41
丁
目
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
﹁
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー

ド
﹂
な
ど
に
出
店
し
、
高
額
賃

料
が
負
担
と
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
店
舗
閉
鎖
が
追
い
打
ち
を

か
け
、
収
益
が
急
激
に
悪
化
し

た
。
法
的
手
続
き
を
経
て
運
営

計
画
を
策
定
、
自
力
で
の
再
建

を
目
指
す
。

　

米
国
内
の
店
舗
は
す
べ
て
今

年
３
月
か
ら
休
業
し
て
お
り
、

そ
の
後
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ　

Ｕ
Ｓ
Ａ

は
、
業
績
不
振
の
店
舗
の
閉
店

な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
各
店

舗
の
家
賃
支
払
い
に
関
す
る
交

渉
を
進
め
て
い
た
。
同
社
は
連

邦
破
産
法
11
条
に
よ
る
更
生
手

続
き
を
行
う
と
同
時
に
、
数
店

舗
の
５
月
中
の
再
開
を
計
画
し

て
い
た
。

　

親
会
社
の
良
品
計
画
は
イ
ン

テ
リ
ア
・
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
デ
ー

も
合
わ
せ
、
日
本
国
内
４
０
０

店
舗
以
上
、
世
界
で
９
７
５
店

舗
を
運
営
し
て
い
る
が
、
米
国

内
で
の
破
産
は
、
他
国
の
事
業

に
は
影
響
は
な
い
と
し
て
い

る
。
し
か
し
休
業
や
外
出
制
限

の
影
響
で
、
良
品
計
画
の
５
月

末
ま
で
の
第
2
四
半
期
の
純
損

失
は
４
１
０
億
円
に
上
っ
た
。

昨
年
の
同
時
期
は
６
６
０
億
円

の
純
利
益
が
あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
以
降
、
大
手
百
貨
店
チ

ェ
ー
ン
の
Ｊ
Ｃ
ペ
ニ
ー
や
ニ
ー

マ
ン
・
マ
ー
カ
ス
、
ア
パ
レ
ル
・

ブ
ラ
ン
ド
の
Ｊ
ク
ル
ー
、
ブ
ル

ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
な
ど
が

次
々
と
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。

人気ブランド続々破綻
　

１
８
１
８
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
紳
士
服
販
売
店
と
し
て
創

業
し
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
影
響
で
売
上
が
著
し

く
減
少
し
、
８
日
に
破
産
申
請

を
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
老
舗
ブ
ラ
ン
ド
は
、
エ

イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
や

Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
、
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
を
含
む
歴
代
大
統
領
や

金
融
街
の
銀
行
員
た
ち
の
背
広

を
仕
立
て
、
ト
ラ
ッ
ド
・
ス
タ

イ
ル
を
象
徴
す
る
ス
ト
ラ
イ
プ

の
レ
ッ
プ
タ
イ
や
ボ
タ
ン
ダ
ウ

ン
の
シ
ャ
ツ
を
生
み
出
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

米
国
内
２
０
０
店
舗
、
国
外

で
は
５
０
０
店
舗
以
上
を
展
開

す
る
同
ブ
ラ
ン
ド
だ
が
、
近
年

で
は
オ
フ
ィ
ス
で
の
カ
ジ
ュ
ア

ル
化
が
進
み
、
ス
ー
ツ
の
売
上

が
低
迷
す
る
な
か
カ
ー
キ
や
ジ

ー
ン
ズ
な
ど
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
服

に
路
線
を
移
行
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
た
。

　

今
春
ま
ん
延
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
は
結
婚
式
や
卒

業
式
な
ど
が
ピ
ー
ク
と
な
る
時

期
の
高
級
商
品
ラ
イ
ン
の
売
上

減
少
に
拍
車
を
か
け
、同
社
は
、

連
邦
破
産
法
11
条
の
会
社
更
生

手
続
き
を
申
請
す
る
前
に
、
50

店
舗
を
閉
店
す
る
こ
と
を
す
で

に
発
表
し
て
い
た
。

　

ま
た
海
外
で
の
安
価
な
生
産

が
普
及
す
る
一
方
で
、
米
国
産

に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
同
社
だ

が
、
先
月
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
・
シ
テ
ィ
の
ネ
ク
タ
イ
専
門

工
場
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

へ
ー
バ
リ
ル
の
ス
ー
ツ
工
場
、

ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ガ
ー

ラ
ン
ド
の
シ
ャ
ツ
工
場
を
閉
鎖

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
と

伝
え
た
。

老
舗
の
紳
士
服
店

ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
倒
産

　

第
９
回
精
神
障
害
﹁
心
の

病
﹂
を
知
る
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
﹁
ホ
ー
リ
ズ

ム
︵H

olism

︶

が

教

え

る

こ

こ

ろ

と

身

体

﹂

が
、

26

日
︵
日
︶
午
後
１
時
︵
米
太

平
洋
時
間
︶
か
ら
開
催
さ
れ

る
。︵
主
催
：N

A
M

I JSSG
 

ー

Japan
ese Speak

in
g 

Support G
roup

︶

講

師

は

ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
マ
リ
エ
ー
ジ

＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
ゆ
り
こ
フ
ィ
ン
ガ
ー
マ
ン
さ

ん
。W

ebE
x

︵
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︶
方
式
に
よ
り

実
施
、
電
話
参
加
も
可
能
。

　

参

加

費

無

料
。

申

し

込

み

は

電

話

３
１
０
・
３
８
３
・
２
８
７
６

︵

ホ

リ

カ

ワ

さ

ん

︶、

３
１
７
・
４
１
０
・
９
０
０
４

︵
ワ
イ
さ
ん
︶、
ま
た
は
氏
名
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
セ
ミ
ナ

ー
を
何
で
知
っ
た
か
を
明
記

し

Ｅ

メ

ー

ルm
iyux88@

hotm
ail.com

︵

サ

ク

ラ

イ

さ

ん

︶

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.

nam
isouthbay.com

を

参

照
。

心の病を知る
オンラインで 26 日セミナー

「Holism が教える
こころと身体」

　

日
本
航
空
は
９
日
、
８
月
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
羽
田
便
で
Ｊ
Ｌ

６
便
︵
月
・
木
曜
、
東
京
か
ら

Ｎ
Ｙ
へ
運
航
︶
と
Ｊ
Ｌ
５
便

︵
水
・
土
曜
、
Ｎ
Ｙ
か
ら
東
京

へ
運
航
︶
は
７
月
と
同
様
、
週

２
便
運
航
す
る
と
発
表
し
た
。

日
航
８
月
も
週
２
便

Ｎ
Ｙ
ー
羽
田
線

良
品
計
画
の
米
国
法
人

Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ 

Ｕ
Ｓ
Ａ
も

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

盗難防止の板張りを付けたまま営業を続ける五番街の MUJI （７月 13 日）

　

全
日
空
は
4
日
、
８
月
２
日

か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
国
際
線

ダ
イ
ヤ
を
発
表
し
た
。
成
田
Ｎ

Ｙ
便
の
Ｎ
Ｈ
10
便
︵
成
田
発
Ｊ

Ｆ
Ｋ
行
き
、
月
、
水
、
金
︶
は

週
３
便
に
、
Ｎ
Ｈ
９
便
︵
Ｊ
Ｆ

Ｋ
発
成
田
行
き
、
月
、
木
、
土
︶

も
週
３
便
と
そ
れ
ぞ
れ
７
月
よ

り
１
便
増
便
と
な
る
。

全
日
空
が
週
３
便
に

８
月
の
Ｎ
Ｙ
ー
成
田
線

れ
始
め
て
い
る
。

　

ク
ィ
ー
ン
ズ
区
の
日
系
食
料

品
店
サ
ク
ラ
ヤ
や
タ
イ
ヨ
ー
フ

ー
ズ
の
店
先
に
テ
ー
ブ
ル
を
置

き
、
国
勢
調
査
が
ま
だ
の
人
に

記
入
を
手
伝
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
農
場

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
配
達
の
食
料

品
の
袋
の
中
に
国
税
調
査
資
料

と
チ
ラ
シ
を
入
れ
る
協
力
を
し

て
も
ら
っ
た
。

　

﹁
ア
ジ
ア
系
の
回
答
率
が

低
い
の
を
挽
回
し
た
い
﹂
と

中
垣
顕
實
法
師
︵N

Y
D

IS / 
B

C
N

Y

の
セ
ン
サ
ス
・
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
︶
は

話
す
。
仏
教
関
係
の
国
々
の
人

た
ち
に
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

M
y2020C

ensus.gov

か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
入
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
緩
和

に
伴
い
、
市
内
の
路
上
で
の
国

税
調
査
呼
び
か
け
活
動
も
行
わ

国
勢
調
査
呼
び
か
け

日
系
食
料
品
店
先
で

http://www.namisouthbay.com
http://www.namisouthbay.com
http://www.namisouthbay.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
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創
業
１
３
２
年
、ル
ー
ベ
ン
・

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
で
有
名
な

老
舗
カ
ッ
ツ
・
デ
リ
カ
テ
ッ
セ

ン
は
こ
の
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、

ラ
ッ
ド
ロ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
沿

い
の
ロ
ウ
ア
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
の
店
舗
の
外
に
テ
ー
ブ
ル

を
並
べ
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
を
再
開
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
以
前
と
同
様
で

変
わ
り
は
な
い
が
、
接
客
係
の

サ
ー
ビ
ス
は
な
い
。来
店
者
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ

ン
グ
を
保
ち
な
が
ら
店
内
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
注
文
し
、
空
席
で

あ
れ
ば
屋
外
の
テ
ー
ブ
ル
で
食

事
が
で
き
る
が
、
満
席
の
場
合

は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
な
る
。
同

店
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
も
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
、
デ
リ
バ
リ
ー
を
続

け
、
特
に
国
内
配
送
サ
ー
ビ
ス

の
注
文
は
大
幅
に
増
加
し
た
と

い
う
。
ま
た
同
店
は
、
近
隣
の

貧
困
者
た
ち
に
は
ス
ー
プ
を
無

料
で
提
供
し
、
医
療
従
事
者
に

は
食
事
を
配
達
し
て
い
る
。

Katz’s Delicatessen
205 E Houston St, 

New York, NY 10002
(212) 254-2246

創業 132 年で初めて

カッツが屋外ダイニング

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
23
日
︵
木
︶

午
後
７
時
か
ら
８
時
ま
で
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
桐
谷
さ
え
り
さ

ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
﹁
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
名
作
案
内
﹂
を
開
催
す
る
。

　

大
英
博
物
館
、
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
と
共
に
世
界
３
大
美
術
館

の
１
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
。
世
界
の

著
名
な
作
家
た
ち
が
作
り
上
げ

た
数
々
の
美
術
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
歴

史
的
に
重
要
な
作
品
を
後
世
に

残
し
た
無
名
作
家
た
ち
に
よ
る

作
品
が
並
ん
で
い
る
。
国
を
超

え
、
時
間
を
旅
し
、
世
界
の
歴

史
を
肉
眼
で
、
肌
で
感
じ
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
紀
元

前
３
０
０
０
年
以
上
前
か
ら
現

代
ま
で
３
０
０
万
点
以
上
の
美

術
作
品
の
所
蔵
品
の
中
か
ら
、

規
模
が
大
き
い
も
の
や
ア
メ
リ

カ
な
ら
で
は
の
作
家
の
作
品
を

今
回
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
。

　

３
月
13
日
か
ら
臨
時
休
館
し

て
い
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
は
、
８
月
29
日
︵
土
︶
の
再

開
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
で
紹
介
す
る
作
品
を

後
日
、
直
接
自
分
の
目
で
楽
し

む
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の

参
加
費
無
料
︵
任
意
で
医
療
従

事
者
へ
の
お
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
寄
付
︶。
日
本
ク
ラ
ブ
の

会
員
で
な
く
て
も
申
し
込
み

が
で
き
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w

.nipponclub.
o

rg
/ev

en
t/w

eb
in

ar_
m

e
t_

m
a

s
te

rp
ie

c
e

s
-

guide/?lang=ja

を
参
照
。

桐谷 さえり＝金沢出身、
NY 在 住、 金 沢 21 世 紀
美術館、在オーストリア
日本大使館などで個展。
スミソニアン・ポート
レート・ギャラリー、ボ
ルティモア美術館、東京
都美術館、ザグレブ美術
館など国際的なグループ
展に参加。11 月に日本
クラブで個展予定。

日本クラブ スペシャルウェビナー

桐谷さえり氏による
メトロポリタン美術館 名作案内
Guide to The Metropolitan Museum of Art's Masterpieces

7/23（木）7-8 pm EST

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

名
作
を
ウ
ェ
ブ
で
案
内

　

生
卵
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
習

慣
が
あ
る
日
本
人
に
は
、
日
本

に
本
社
が
あ
る
イ
セ
・
フ
ァ
ー

ム
の
卵
は
、
ア
メ
リ
カ
で
作
ら

れ
る
卵
で
最
も
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
安
心
し
て
生
卵
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
が
た

い
。

　

イ
セ
・
フ
ァ
ー
ム
は
日
本
と

同
じ
製
法
を
ア
メ
リ
カ
で
も
行

い
、
よ
り
安
全
な
卵
を
生
産
し

て
い
る
。
食
べ
る
前
に
卵
の
殻

を
洗
う
と
さ
ら
に
菌
の
付
着
を

落
と
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ

と
。

　

先
日
、
Ｎ
Ｙ
農
場
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
イ
セ
・
フ
ァ
ー
ム
の
生
卵

を
デ
リ
バ
リ
ー
い
た
だ
い
た

が
、
卵
の
殻
が
少
し
割
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
配
達
の
方
に
伝
え

る
と
、
予
備
の
卵
を
配
達
車
に

持
っ
て
い
る
の
で
と
す
ぐ
に
交

換
し
て
く
れ
た
。
配
達
車
の
中

で
も
ち
ゃ
ん
と
保
冷
状
態
を
保

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
デ
リ

バ
リ
ー
で
も
と
て
も
安
心
だ
。

　

さ
ら
に
、
専
用
の
卵
か
け
ご

飯
醤
油
な
ら
よ
り
一
層
美
味
し

さ
を
引
き
立
た
せ
る
。

　

そ
も
そ
も
普
通
の
醤
油
と
卵

か
け
ご
飯
醤
油
の
違
い
は
何
か

と
い
う
と
、
出
汁
が
入
っ
て
い

る
か
ど
う
か
な
の
だ
そ
う
だ
。

卵
と
ご
飯
は
優
し
い
甘
み
が
あ

る
た
め
、
普
通
の
醤
油
で
は
濃

厚
な
卵
で
な
い
限
り
醤
油
に
味

が
消
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
寺

岡
家
の
﹃
た
ま
ご
に
か
け
る
お

醤
油
﹄。
残
念
な
が
ら
、
Ｎ
Ｙ

で
は
手
に
入
ら
な
い
の
で
、
出

汁
を
加
え
て
い
た
だ
く
か
、
次

の
機
会
の
日
本
か
ら
の
お
み
や

げ
に
是
非
！

　

さ
ら
に
驚
く
な
か
れ
、﹃
た

ま
ご
か
け
ご
は
ん
マ
シ
ー
ン
﹄

と
い
う
代
物
も
あ
る
。
タ
カ
ラ

ト
ミ
ー
ア
ー
ツ
と
い
う
お
も
ち

ゃ
メ
ー
カ
ー
が
生
産
し
て
い
る

商
品
で
、
こ
の
機
械
は
卵
割
り

機
を
内
蔵
し
て
お
り
、
さ
ら
に

黄
身
と
白
身
を
分
離
さ
せ
て
か

ら
白
身
の
み
を
撹
拌
さ
せ
る
こ

と
で
ふ
わ
ふ
わ
の
卵
か
け
ご
飯

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
人

の
手
で
は
で
き
な
か
っ
た
作
業

を
機
械
に
や
ら
せ
る
こ
と
で
、

ま
る
で
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
の

よ
う
な
食
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。  

 

進
化
を
つ
づ
け
る
Ｔ
Ｋ
Ｇ
！　

ご
家
庭
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か

お
試
し
あ
れ
。(

等
々
力
雅
彦

／
Ｎ
Ｙ
農
場
フ
レ
ッ
シ
ュ
︶

■
今
回
の
こ
と
ば
＝
Ｔ
Ｋ
Ｇ

(T
am

ago K
ake G

ohan

︶

＝
﹁
卵
か
け
ご
飯
﹂
の
略

︵
写
真
提
供
・
一
般
社
団
法
人
　

日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
研
究

所
︶

筆者

生
卵
か
け
ご
飯

イ
セ
フ
ァ
ー
ム
な
ら
安
心

そうだ！TKGにしよう〜

www.nipponclub.org/event/webinar_met_masterpieces-guide/?lang=ja
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.com
http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
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334：釣り仲間たちとのキャンプ

 

デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

北
海
道
南
部
ヤ
マ
メ
釣
り
解

禁
日
は
４
月
１
日
。
前
日
に
来

る
よ
う
に
と
言
う
。﹁
釣
り
道

具
全
部
あ
り
ま
す
か
ら
空
身
で

…
﹂
の
言
葉
に
甘
え
、
着
替
え

だ
け
持
っ
て
函
館
空
港
に
降
り

立
っ
た
。

　

空
気
の
質
が
違
う
。
思
わ
ず

深
呼
吸
を
し
た
。
迎
え
に
来

て
く
れ
た
青
年
Ｎ
は
函
館
港

外
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
し
て

い
る
こ
と
、
彼
の
父
は
道
南
の

ヤ
マ
メ
釣
り
名
人
と
呼
ば
れ
て

い
る
こ
と
、
な
ど
を
知
っ
た
。

　

そ
の
日
は
彼
の
釣
り
仲
間
ら

と
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。﹁
上
の
川
︵
か

み
の
か
わ
︶﹂
の
河
川
敷
に
４

張
り
の
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ

は
学
生
時
代
に
よ
く

や
っ
た
の
で
、
い
さ

さ
か
自
身
は
あ
っ
た

が
、
Ｎ
の
仲
間
た
ち

の
手
際
の
良
い
こ
と

と
、
よ
く
訓
練
さ
れ

た
無
駄
の
な
い
動
き

に
見
と
れ
て
い
た
。

　

あ
た
り
が
暗
く
な

る
こ
ろ
に
は
、
た
き

火
を
囲
ん
で
の
晩
飯
が
始
ま
っ

て
い
た
。
ど
れ
を
食
っ
て
も
、

な
に
を
飲
ん
で
も
う
ま
い
！ 

Ｎ
の
父
か
ら
ヤ
マ
メ
釣
り
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
エ
サ
の

付
け
方
、
魚
信
︵
あ
た
り
︶
の

取
り
方
な
ど
を
聞
く
う
ち
、
夜

も
ふ
け
て
き
た
。︵
つ
づ
く
︶ 

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

 

﹁
マ
イ
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ロ

ー
ド
﹂︵M

y Sw
eet Lord

︶

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン

が
１
９
７
０
年
に
発
表
し
た

楽
曲
。
71
年
1
月
に
か
け
て

世
界
各
国
で
シ
ン
グ
ル
発
売

さ
れ
た
。
日
本
で
は
同
年
1

月
に
東
芝
音
楽
工
業
か
ら
リ

リ
ー
ス
さ
れ
20
万
枚
以
上

を
売
り
上
げ
る
大
ヒ
ッ
ト

を
記
録
し
た
。
米
国
や
本
国

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
元
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
の
シ
ン
グ

ル
と
し
て
は
初
と
な
る
ヒ
ッ

ト
チ
ャ
ー
ト
1
位
を
獲
得
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

418

﹁
マ
イ
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ロ
ー
ド
﹂

ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン

出典：http://www.mcs-proguide.com/

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
米
東
部
３
州

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
︶

在
住
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
作
品
を
公
募
し
、

優
れ
た
作
品
を
公
開
す
る
﹁
日

本
ク
ラ
ブ
・
ウ
ェ
ブ
公
募
美
術

展
﹂
を
開
催
す
る
。

　

公
募
作
品
は
31
日
︵
金
︶
ま

で
募
集
し
て
い
る
。
作
品
内
容

は
日
本
文
化
紹
介
、日
米
交
流
、

ま
た
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
さ
な

か
で
頑
張
っ
て
い
る
人
へ
の
応

援
を
目
的
と
し
た
も
の
。
優
秀

な
15
作
品
は
９
月
17
日
︵
木
︶

か
ら
10
月
14
日
︵
水
︶
ま
で
、

日
本
ク
ラ
ブ
・
ウ
ェ
ブ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
上
に
て
掲
載
さ
れ
る
。
ま

た
、
同
15
作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
０
ド
ル
の
奨
励
賞
が
付

与
さ
れ
、
優
秀
作
品
の
中
か
ら

数
点
が
﹁
大
使
賞
﹂
と
し
て
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公
邸
に

展
示
さ
れ
る
予
定
。

　

審
査
員
は
山
野
内
勘
二
氏

︵
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
・
大
使
︶、
井
谷
善
惠
氏

︵
東
京
藝
術
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
︶、村
瀬
実
恵
子
氏
︵T

akeo 
and Itsuko A

tsum
i

コ

ロ

ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授
、
元
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
東
洋
部

特
別
顧
問
︶、
小
野
山
弘
子
氏

︵
日
本
ク
ラ
ブ
・
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ス
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
元
米
国
ソ
ニ
ー
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
副
社
長
︶、
千

住
博
氏
︵
京
都
芸
術
大
学
大

学
院
教
授
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︶、

高
岡
英
則
氏
︵
日
本
ク
ラ
ブ

会
長
、
米
国
三
菱
商
事
会
社

社
長
＆
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶、
前
田
正
明

氏
︵
日
本
ク
ラ
ブ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
・

Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
事
務
所
長
︶

を
予
定
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.nipponclub.

org/

を
参
照
す
る
。

7月31日まで作品を募集

日
本
ク
ラ
ブ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
美
術
展

ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
応
援
企
画

 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

ラ
イ
ア
ン
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

さ
ん
︵
23
︶
が
７
日
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
先
端
の
モ
ン
ト

ー
ク
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ま
で

の
１
３
１
マ
イ
ル
を
走
破
し

た
。
ジ
ョ
ン
・
タ
イ
サ
ン
児
童

基
金
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
行

っ
た
も
の
で
、
24
時
間
以
内
に

走
り
切
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
た
が
、
７
日
の
午
前
零
時
１

分
に
モ
ン
ト
ー
ク
灯
台
博
物
館

を
ス
タ
ー
ト
し
、
終
点
の
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
橋
に
は
予
定
よ
り
早

く
20
時
間
３
分
58
秒
で
着
い

た
。

　

沿
道
か
ら
は
サ
ポ
ー
ト
グ
ル

ー
プ
な
ど
か
ら
声
援
を
送
ら

れ
、
一
緒
に
走
っ
た
り
、
自
転

車
で
伴
走
し
た
り
す
る
人
も
。

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
は
﹁
ナ
ッ

ソ
ー
郡
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
近
く
に
つ
れ
よ
り
多
く
の

人
が
参
加
し
て
く
れ
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
ま
る
で
︵
映
画
の
︶

フ
ォ
レ
ス
ト
ガ
ン
プ
﹂
の
よ
う

だ
っ
た
と
語
っ
た
。
寄
付
金
の

目
標
は
５
０
０
０
ド
ル
だ
っ
た

が
、
２
倍
以
上
が
集
ま
っ
た
と

い
う
。

　

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
は
ナ
ッ

ソ
ー
郡
の
シ
ー
フ
ォ
ー
ド
生
ま

れ
。
レ
ビ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の
ダ
グ

ラ
ス
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
高
校
卒
業

後
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
マ

ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
で
長
距

離
の
陸
上
選
手
と
し
て
活
躍

し
、
年
間
最
優
秀
ア
ス
リ
ー
ト

に
３
回
選
ば
れ
て
い
る
。
現
在

は
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
の
マ
イ
ノ

ッ
ト
大
学
の
大
学
院
助
手
で
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
陸
上
の

コ
ー
チ
を
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
タ
イ
サ
ン
児
童
基

金
は
ナ
ッ
ソ
ー
郡
ワ
ン
ト
ー
に

あ
り
、
小
児
病
院
へ
の
お
も
ち

ゃ
の
寄
付
で
知
ら
れ
、
治
療
お

よ
び
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の

提
供
、
家
族
支
援
な
ど
も
行
っ

て
い
る
児
童
福
祉
団
体
。
創
設

者
の
ジ
ョ
ン
・
タ
イ
サ
ン
さ
ん

は
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
活
躍
。

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
の
高
校
の

先
輩
に
あ
た
り
、
二
人
は
10
年

前
か
ら
知
り
合
い
と
い
う
。

　
走
行
コ
ー
ス
途
中
に
あ
る
ナ

ッ
ソ
ー
郡
ワ
ン
ト
ー
の
ジ
ョ

ン
・
タ
イ
サ
ン
児
童
基
金
前
で

関
係
者
と
記
念
写
真
撮
影
す
る

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん

︵Photo David C
onn/C

orbett 
PR)

131 マイル
20 時間３分 58 秒

ライアン・クリフォードさん

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
走
破
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン　

ま
る
で
現
代
の

フ
ォ
レ
ス
ト
・

ガ
ン
プ
だ
！

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.mcs-proguide.com/
http://www.nipponclub
http://www.nipponclub
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
tel:5168833500
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
http://www.lijcc.org/index.html
https://nytoumon.exblog.jp/
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 BOOKS
　

﹃
人
は
な
ぜ
人
を
殺
し
た
の

か
│
ポ
ル
・
ポ
ト
派
、
語
る
﹄

で
２
０
１
９
年
に
平
和
・
協
同

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
基
金
賞
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
気
鋭
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
舟
越
美
夏
さ
ん
が
、

﹃
愛
を
知
っ
た
の
は
処
刑
に
駆

り
立
て
ら
れ
る
日
々
の
後
だ
っ

た
﹄
を
出
版
し
た
。

　

チ
ェ
チ
ェ
ン
で
は
自
爆
テ
ロ

寸
前
で
思
い
と
ど
ま
っ
た
女
性

に
、
ベ
ス
ラ
ン
で
は
学
校
人
質

事
件
で
子
供
を
亡
く
し
て
生
き

残
っ
た
苦
悩
を
抱
え
る
母
親

に
、
ロ
シ
ア
で
は
殺
戮
︵
さ
つ

り
く
︶
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
特

殊
部
隊
の
兵
士
に
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
は
元
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
少

年
兵
に
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
焼
身

抗
議
し
た
少
女
の
母
親
に
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
強
い
ら
れ

た
沈
黙
を
破
っ
て
詩
に
気
持
ち

を
託
し
始
め
た
少
女
た
ち
に
、

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
で
は
グ
ア
ン
タ

ナ
モ
収
容
所
か
ら
の
生
還
者

に
、
会
い
に
行
く
。
極
限
に
立

っ
た
時
や
理
不
尽
な
立
場
に
置

か
れ
生
と
死
の
選
択
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
、
人
は
何
を

思
い
行
動
す
る
の
か
。
本
書
に

つ
づ
ら
れ
る
人
々
の
話
は
、
決

し
て
自
分
た
ち
と
関
係
の
な
い

遠
い
国
の
話
で
は
な
い
。
み
な

少
し
前
は
﹁
普
通
の
人
﹂
だ
っ

た
か
ら
。

　

私
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
、
舟
越
さ

ん
は
共
同
通
信
社
支
局
長
で
、

私
た
ち
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
知
り

合
っ
た
。
彼
女
は
﹁
聞
き
上

手
﹂
で
、
感
心
し
た
り
ケ
ラ
ケ

ラ
と
笑
っ
た
り
し
て
、
い
つ
も

周
囲
の
人
の
話
を
楽
し
ん
で
い

た
。
本
書
で
紹
介
さ
れ
る
数
々

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん

そ
ん
な
雑
談
と
は
違
う
。﹁
痛

み
に
満
ち
た
言
葉
が
私
の
胸
を

引
き
裂
い
て
も
、
私
は
決
し
て

涙
を
こ
ぼ
さ
な
い
と
決
め
て
い

た
が
、
代
わ
り
に
幾
夜
も
眠
り

を
妨
げ
ら
れ
る
﹂
と
綴
る
、
相

当
の
覚
悟
と
疲
労
感
を
伴
う
も

の
ば
か
り
。
し
か
し
淡
々
と
事

実
を
記
述
し
な
が
ら
も
、
記
事

と
い
う
形
で
は
表
現
し
き
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
話
し
手
へ
の

敬
意
や
愛
情
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
、
舟
越
さ
ん
な
ら
で
は
の

人
間
味
あ
ふ
れ
る
読
み
物
に
な

っ
て
い
る
。

　

共
同
通
信
社
の
プ
ノ
ン
ペ

ン
、
マ
ニ
ラ
、
ハ
ノ
イ
な
ど
の

支
局
長
を
務
め
た
舟
越
さ
ん

は
、
1
年
ほ
ど
前
、
同
社
を
退

職
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

活
動
を
始
め
た
。
カ
ナ
ダ
に
い

る
と
知
り
休
養
中
か
と
連
絡
す

る
と
、
大
学
で
大
量
虐
殺
︵
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
︶
の
講
座
を
受
け

て
い
た
。
先
月
は
、
グ
ア
ン
タ

ナ
モ
収
容
所
で
14
年
生
き
抜
い

た
男
性
を
取
材
し
た
記
事
で

﹁
５
月
の
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の

月
間
Ｍ
Ｖ
Ａ
﹂
を
獲
得
し
た
。

彼
女
は
﹁﹃
対
テ
ロ
﹄
の
名
の

下
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は

見
え
に
く
く
、
私
た
ち
は
時
に

無
関
心
で
す
。
世
界
最
強
の
国

が
暴
走
し
た
時
、
何
が
起
き
る

の
か
。
そ
れ
に
よ
り
理
不
尽
に

人
生
を
奪
わ
れ
苦
し
ん
で
い
る

人
々
が
世
界
各
地
に
い
る
こ

と
。
米
国
の
戦
争
を
支
援
す
る

日
本
も
間
接
的
に
加
担
し
て
い

る
こ
と
。
そ
う
し
た
こ
と
の
一

端
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
の
思
い

で
記
事
を
書
き
ま
し
た
﹂
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。
硬
派
な
洞

察
と
温
か
い
眼
差
し
で
捉
え
た

﹁
真
実
﹂
を
、
今
後
は
よ
り
自

由
に
伝
え
続
け
て
く
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

　︵
小
味
か
お
る
︶

人の愛と憎悪を捉える
舟越美夏・著

河出書房新社・刊

■東京百景（又吉直樹、角川文庫）18 歳で芸人になることを
夢見て上京し、自分の拙さを思い知らされ、傷つき、苦しみ、
後悔し、ささやかな幸福に微笑んだ青春の軌跡。東京で夢を
抱える人たちに、東京で夢破れ去っていく全ての人たちに贈
る又吉文学の原点的作品。芥川賞受賞作『火花』、映画化され
た『劇場』の元となるエピソードを含む 100 篇のエッセイ。
■お金の減らし方（森博嗣、SB 新書）お金を使うのは必要
にせまられてではなく、欲求に従うべきだという論理を提唱
する著者。社会的バランスではなく純粋に自分がしたいこと
を追求する。少し極端だがシンプルで納得できる。作家・森
博嗣流のお金の使い方・減らし方。どうしても欲しいものは
買う、まだ買ってないのは実は欲しくないから。■パリの砂
漠、東京の蜃気楼（金原ひとみ、集英社）東日本大震災の翌
年、1 歳と 4 歳の娘を連れてフランス・パリに移住、6 年間
を過ごし帰国した著者。本書はパリで暮らした最後の 1 年「パ
リ編」と帰国してからの 1 年「東京編」で、それぞれの街で
感じた戸惑いや生きづらさについて綴る。20 歳で芥川賞を受
賞し話題となった金原ひとみ初のエッセイ集。■なぜ粗食が
体にいいのか（帯津良一・幕内秀夫、三笠書房）国籍がない、
地方の味がない、季節がない、家庭の味がない、安全性がな
い、そんな現代の食生活は豊かだと言えるだろうか。本書で
は「豊かな風土から生まれた豊かな食生活は粗食だ」と提案。
医学博士の帯津良一と管理栄養士の幕内秀夫が解説する「長生き健康法」と
は。■私の考え（三浦瑠麗、新潮新書）ワイドショーなどのテレビ番組でも
活躍する国際政治学者の三浦が、政治について、自身や人生について、誠実
に向き合った思索の軌跡。常に冷静に、建設的な議論を求めるスタンスで言
論活動を続けてきた著者が、思うままに本音を語る。「週刊新潮」で執筆して
いた連載に加筆・訂正を加えてまとめたエッセイ。■老いてこそ生き甲斐（石
原慎太郎、幻冬舎）69 歳で執筆したベストセラー『老いてこそ人生』を、87
歳になった著者は「70 にもならぬ男が老いを含めて人生を語るというのは身
の程を知らぬとしかいいようがない」と述懐する。今だからこそ実感する「老
い」と、偉人たちとのエピソードを交えながら人生の成熟がもたらす最後の
楽しみを語る。（高田由起子）　　　書籍・資料協力・紀伊國屋書店 NY 本店

　

又
吉
文
学
の
原
点
的
作
品
。
小
説
家
が
明
か
す
﹁
お
金
の
モ
ノ
サ
シ
﹂。
金
原
ひ
と
み

初
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
医
学
博
士
と
管
理
栄
養
士
が
解
説
す
る
﹁
長
生
き
健
康
法
﹂。
国
際

政
治
学
者
が
思
う
ま
ま
に
本
音
を
語
る
。
人
生
の
成
熟
が
も
た
ら
す
最
後
の
楽
し
み
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
姪
が
暴
露
本

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
姪

で
、
臨
床
心
理
学
者
の
メ

ア
リ
ー
・
ト
ラ
ン
プ
さ
ん

が
14
日
に
発
売
す
る
ト
ラ

ン
プ
一
族
の
内
情
を
暴
露

し
た
著
書
﹁T

oo M
uch 

and N
ever E

nough

﹂

の
内
容
が
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。
今
月
７
日
に
は
一

部
の
米
主
要
メ
デ
ィ
ア
に

配
ら
れ
、
そ
の
詳
細
が
明

ら
か
に
な
っ
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
氏
を
痛
烈
に
批
判
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
各
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

に
よ
る
と
、
メ
ア
リ
ー
さ

ん
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

大
学
入
試
の
た
め
の
共
通

試
験
︵
Ｓ
Ａ
Ｔ
︶
で
不
正

を
し
た
こ
と
や
、
軍
隊
に
入

り
た
い
と
言
っ
た
長
男
に

﹁
陸
軍
に
入
隊
し
た
ら
勘
当

す
る
﹂
と
脅
し
た
と
主
張
し

て
い
る
。

　

メ
ア
リ
ー
さ
ん
は
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
兄
フ
レ
ッ
ド
さ

ん
︵
故
人
︶
の
娘
。
6
月
に

は
大
統
領
の
弟
で
あ
る
ロ
バ

ー
ト
・
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
が
本

の
出
版
差
し
止
め
を
求
め
た

が
、
裁
判
所
は
訴
え
を
棄
却

し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
は
メ
ア
リ
ー
さ
ん
の
主
張

の
多
く
を
否
定
し
、
ケ
イ
リ

ー
・
マ
ケ
ナ
ニ
ー
報
道
官
は

７
日
、
本
は
ま
だ
読
ん
で
い

な
い
が
書
か
れ
て
い
る
の
は

真
っ
赤
な
嘘
だ
と
述
べ
た
。

TOO MUCH AND NEVER ENOUGH
Written by Mary L. Trump, PH.D.

Published by Simon & Schuster
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

各
国
か
ら
山
梨
県
甲
府
に
宝

石
関
係
の
業
者
が
訪
れ
る
の

は
、
日
本
の
職
人
の
も
つ
生
真

面
目
・
心
意
気
・
手
先
の
器
用

さ
な
ど
に
よ
る
。
美
し
い
ジ
ュ

エ
リ
ー
制
作
を
心
が
け
て
見
え

な
い
と
こ
ろ
ま
で
注
意
を
払

い
、
最
後
の
工
程
で
あ
る
石
留

め
に
至
る
ま
で
一
瞬
た
り
と
も

手
を
抜
か
ず
宝
石
を
仕
上
げ
て

い
く
職
人
技
は
海
外
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
彼
ら
が

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
制
作
技
術
な
ど

を
争
う
技
能
五
輪
全
国
大
会
で

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
の
も
納
得

で
き
る
。
さ
ら
に
山
梨
は
金
属

の
鑑
定
機
関
も
有
し
て
お
り
、

厳
し
い
品
質
を
追
求
し
た
上
で

の
金
や
プ
ラ
チ
ナ
を
使
用
し
た

宝
飾
品
の
み
な
ら
ず
、
宝
石
で

工
芸
品
も
制
作
し
て
い
る
。
そ

し
て
世
界
一
の
﹁
宝
石
研
磨
・

加
工
地
﹂
ド
イ
ツ
西
部
に
あ
る

イ
ー
ダ
ー
・
オ
ー
バ
シ
ュ
タ
イ

ン
に
次
ぐ
メ
ッ
カ
と
な
っ
た
。

　

世
界
一
の
場
所
は
経
済
の
中

心
地
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
車

で
約
２
時
間
程
度
に
位
置
す

る
。
小
さ
な
宝
石
の
街
だ
が
そ

の
歴
史
は
古
く
、
豊
富
に
産
出

さ
れ
た
メ
ノ
ウ
細
工
は
地
域
の

特
産
品
で
、
16
世
紀
に
は
最
初

の
宝
石
研
磨
工
房
が
作
ら

れ
て
い
た
。
17
世
紀
〜
18

世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
絶

対
主
義
の
も
と
で
、
当
時

は
宮
廷
を
中
心
と
す
る
文

化
が
栄
え
て
い
た
。
そ
の

頃
か
ら
貴
族
の
間
で
流
行

し
て
い
た
カ
メ
オ
細
工
を

含
む
宝
石
彫
刻
は
特
に
有
名
だ

っ
た
。
ド
イ
ツ
人
の
生
来
勤
勉

頑
固
な
気
質
を
も
ち
、
几
帳
面

で
正
確
無
比
の
素
晴
ら
し
い
カ

ッ
ト
を
す
る
そ
の
高
度
な
技
術

は
、
現
在
に
至
る
も
こ
こ
の
彫

刻
職
人
し
か
受
け
継
い
で
い
な

い
と
い
わ
れ
、
現
在
も
10
名
ほ

ど
の
彫
刻
家
が
活
躍
し
て
い
る

と
い
う
。
19
世
紀
の
後
半
に
は

約
１
５
０
か
所
の
工
房
を
超
え

る
宝
石
の
街
に
発
展
し
て
い
く

が
や
が
て
、
地
元
で
採
れ
た
メ

ノ
ウ
の
枯
渇
も
あ
い
ま
っ
て
そ

れ
だ
け
で
は
商
業
的
需
要
を
満

た
せ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
長

い
年
月
で
培
わ
れ
た
技
術
を
生

か
し
、
世
界
中
の
宝
石
鉱
物
を

輸
入
し
て
研
磨
す
る
こ
と
に
活

路
を
開
い
た
。
今
も
な
お
宝
石

加
工
の
中
心
地
で
、
鉱
物
博
物

館
も
か
ま
え
る
観
光
名
所
に
な

っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
メ
ノ
ウ
は
水
晶

と
同
じ
石
英
フ
ァ
ミ
リ
ー
︵
同

じ
結
晶
系
︶
に
族
し
、
カ
ル
セ

ド
ニ
ー
︵
玉
髄
︶
と
呼
ば
れ

る
。
水
晶
の
形
態
が
柱
状
に
対

し
て
、
メ
ノ
ウ
は
潜
晶
質
︵
肉

眼
で
は
分
か
ら
な
い
非
常
に
小

さ
い
結
晶
の
集
ま
り
︶。
昨
今
、

門
外
不
出
の
レ
シ
ピ
に
よ
る
手

彫
り
の
最
高
級
カ
メ
オ
は
、
主

流
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
複
数

層
あ
る
縞
状
メ
ノ
ウ
の
わ
ず
か

１
〜
３
％
程
度
し
か
取
れ
な
い

部
分
に
よ
る
も
の
で
貴
重
な
宝

石
と
な
る
。

　

津
延
美
衣

︵
つ
の
べ
み

え
︶
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会
鑑
定
士
。
運
命

学
・
自
然
医
学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
・
食
文
化
等
の
知
識
を
生

か
し
、
健
康
で
楽
し
く
感
動
的

な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー

ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時
間
代

表
。
ブ
ロ
グ
：http//mijikan.

blogspot.com/

30

山
梨
と
宝
石
﹁
世
界
第
１
、２
位
の

宝
石
研
磨
・
加
工
地
﹂
３

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
29
日
︵
水
︶

午
後
２
時
か
ら
３
時
ま
で
、
自

宅
か
ら
気
軽
に
参
加
で
き
る
メ

イ
ク
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

﹁
新
し
い
日
常
も
元
気
で
明
る

い
笑
顔
を
目
指
し
て
！ 

こ
れ

か
ら
の
輝
く
大
人
メ
イ
ク
〜
ベ

ー
ス
メ
イ
ク
か
ら
ポ
イ
ン
ト
メ

イ
ク
ま
で
﹂
を
開
催
す
る
。

　

講
師
は
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
、
美
容
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
多
数
メ
デ
ィ
ア
で
美
容

記
事
を
執
筆
し
て
い
る
熊
谷
真

里
さ
ん
。
当
日
は
、
メ
イ
ク
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
動
画
と

共
に
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
を
ス
テ
ッ

プ
ご
と
に
説
明
し
、
悩
み
を
解

消
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や

目
の
錯
覚
を
利
用
し
て
目
を
大

き
く
見
せ
る
︵
デ
カ
目
︶
効
果

的
な
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
の
方

法
、
話
題
の
化
粧
品
の
使
い
方

な
ど
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ま
で

何
と
な
く
自
己
流
で
続
け
て
き

た
メ
イ
ク
方
法
を
見
直
す
機
会

と
な
る
。
ま
た
、
綺
麗
に
な
る

と
自
然
と
笑
顔
が
増
え
、
笑
顔

は
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
る
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
熊
谷
さ

ん
へ
の
メ
イ
ク
に
関
す
る
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
る
。
質
問
は
申

し
込
み
と
と
も
に
27
日
︵
月
︶

ま
で
に
登
録
す
る
。

　

参
加
費
無
料
︵
任
意
で
医

療
従
事
者
へ
の
お
弁
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
寄
付
︶。
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルculture@

nipponclub.org

︵
日
本
ク
ラ

ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
︶
ま
で
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w

.nipponclub.
o

rg
/ev

en
t/w

eb
in

ar_
m

akeup/?lang=ja

を
参
照
。

　

乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
患
者
支

援
団
体
の
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
25
日
︵
土
︶
午

後
８
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
・
ズ
ー
ム

を
利
用
し
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
理
解
を
深
め
よ

う
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
勉

強
会
を
開
催
す
る
。
今
回
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ウ
ン
ト
サ
イ

ナ
イ
医
科
大
学
微
生
物
学
講
座

の
研
究
員
の
今
井
奈
緒
子
医
師

＝
写
真
＝
が
、
免
疫
の
仕
組
み

や
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
現
状

な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
予

約
。

参

加

方

法

な

ど

の

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp

s://sh
a

rejp
.o

rg
/

schedule/2020/7/25

を

参
照
す
る
。

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
勉
強
会

コ
ロ
ナ
感
染
を
理
解

大人メイクは
目くらましで
日本クラブ29日講座

http://www.nipponclub
http://www.nipponclub
https://www.bozubrooklyn.com/
tel:2014031647
https://mijikan.blogspot.com/
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
http://www.idocenter.com
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
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社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
か

ら
見
た
成
功
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
モ
デ
ル
の
仮
説
﹁
弱
い
紐
帯

の
強
さ
﹂
と
い
う
の
が
あ
る
そ

う
で
す
。
﹁
行
政
の
計
画
に
よ

る
地
域
戦
略
﹂
や
﹁
絶
対
的
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
﹂
と
い
う
よ
り

も
そ
れ
は
、
﹁
ゆ
る
い
つ
な
が

り
﹂
。

　

神
戸
市
長
田
区
の
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
﹁
は
っ

ぴ
ー
の
家
﹂
経
営
者
は
﹁
遠
く

の
シ
ン
セ
キ
よ
り
近
く
の
タ
ニ

ン
﹂
を
提
唱
し
、
年
間
１
万
人

の
来
客
が
あ
る
そ
う
で
す
。
も

と
も
と
、
そ
の
住
宅
建
設
の
目

的
は
﹁
自
分
ら
夫
婦
の
子
育
て

に
自
信
が
な
い
の
で
年
長
の
方

の
誰
か
に
面
倒
み
て
欲
し
い
。

そ
う
だ
！
高
齢
者
向
け
の
住
居

に
預
け
れ
ば
い
い
。
自
分
で
作

っ
て
み
よ
う
﹂
の
発
想
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

　

施
設
住
民
で
あ
る
高
齢
者
も

旧
来
型
の
﹁
閉
鎖
的
な
介
護
施

設
、
月
に
数
回
の
家
族
の
お
見

舞
い
﹂
で
は
な
く
、
い
つ
も
子

供
達
や
知
ら
な
い
人
や
研
究
者

が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
訪

れ
て
く
る
な
ん
だ
か
不
思
議
な

空
間
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
認
知
症
が
あ

っ
て
も﹁
知
ら
な
い
近
所
の
人
﹂

と
の
会
話
が
増
え
る
こ
と
で
、

社
会
的
役
割
や
生
き
甲
斐
を
よ

り
発
揮
で
き
る
環
境
が
作
り
出

さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
当

法
人
の
経
営
者
は
そ
の
場
所
を

訪
れ
る
﹁
関
係
人
口
﹂
を
上
げ

る
こ
と
を
発
想
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
、﹁
遠
く
に
住

ん
で
い
る
親
孝
行
知
ら
ず
の
息

子
﹂
な
ん
か
よ
り
﹁
近
く
の
タ

ニ
ン
﹂
を
活
用
し
た
﹁
弱
い
紐

帯
を
強
く
し
て
い
る
﹂
事
例
と

弱
い
紐
帯
の
強
さ
を
知
る

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（20）

　

米
国
内
で
は
段
階
的
な
経

済
活
動
が
再
開
さ
れ
た
途
端

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

︵C
O

V
ID

-19

︶
の
感
染
者
が

増
加
し
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

か
つ
て
の
﹁
日
常
﹂
は
失
わ
れ
、

い
つ
・
ど
の
よ
う
な
形
で
収
束

す
る
か
わ
か
ら
な
い
世
界
的
蔓

延
の
な
か
、
刻
々
と
変
化
す
る

新
し
い
日
常
に
適
応
を
強
い
ら

れ
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

適
応
が
上
手
く
い
か
な
い
時
、

強
い
不
安
や
不
眠
、
イ
ラ
イ
ラ

に
よ
る
大
切
な
人
と
の
無
意
味

な
喧
嘩
な
ど
心
身
に
著
し
い
障

害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

今
年
の
初
め
、
Ｕ
さ
ん
の
恋

愛
関
係
が
破
綻
し
ま
し
た
。
過

去
に
は
心
を
癒
す
手
助
け
に
な

っ
て
い
た
友
人
と
の
外
出
や

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
も
今
回
は

C
O

IV
D

-19

の
外
出
禁
止
で

不
可
能
に
。
し
ば
ら
く
の
間
は

在
宅
勤
務
の
傍
ら
自
転
車
や
読

書
な
ど
で
忙
し
く
し
て
い
ま
し

た
が
最
近
は
全
て
に
対
し
て
興

味
が
薄
れ
る
と
い
う
、
う
つ
症

状
を
来
た
し
始
め
ま
し
た
。

　

仕
事
以
外
で
唯
一
の
外
部
と

の
接
触
で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
な
が

ら
、
集
中
的
に
ご
自
身
と
向
き

合
う
事
を
提
案
し
ま
し
た
。
当

初
そ
の
提
案
に
意
義
を
見
出
せ

な
い
と
躊
躇
し
て
い
た
Ｕ
さ
ん

で
す
が
、
少
し
ず
つ
ご
自
身
の

中
の
﹁
心
の
傷
を
癒
す
力
﹂
を

実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新

し
い
環
境
で
の
適
応
能
力
を
伸

ば
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
遠
隔
で
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
継
続
中
で
す
。
ご
相
談
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

適
応

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
プラグマティックスとは？（１）

　

前
回
の
本
欄
連
載
の
最
後

に
﹁Pragm

atics

―
言
語
の

実
用
﹂
と
い
う
言
語
分
野
に

つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
や
状
況

に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
う
ま

く
言
語
を
使
用
で
き
る
か
と

い
う
能
力
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
社
会
的
な
ス
キ
ル
が
必
須

と
さ
れ
、
そ
の
言
語
の
文
化
・

社
会
に
お
い
て
人
々
が
通
常
と

す
る
共
通
概
念
や
認
識
、
価
値

観
や
信
条
な
ど
が
基
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。
話
し
手
の
出
身
国

の
価
値
観
が
根
底
に
あ
る
と
異

言
語
間
で
の
ギ
ャ
ッ
プ 

も
生

じ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
い
く
ら

文
法
的
に
正
し
い
英
語
を
話
し

て
い
て
も
、
こ
の
ス
キ
ル
が
足

り
な
け
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
上
で
失
敗
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を　

﹁sociopragm
atic failure

︵
社
会
言
語
実
用
の
失
敗
︶﹂
と

呼
び
ま
す
。
例
え
ば
、
何
か
を

断
っ
た
り
す
る
時
の
ケ
ー
ス
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
人

は
和
を
保
つ
文
化
か
ら
出
来
る

だ
け
﹁
拒
否
﹂
を
表
す
言
葉
使

用
を
避
け
、
曖
昧
な
表
現
を
使

っ
て
や
ん
わ
り
と
伝
え
よ
う
と

し
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
悪
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手

が
同
じ
日
本
人
の
場
合
、
同
じ

価
値
観
と
言
語
パ
タ
ー
ン
を
共

有
し
て
い
る
の
で
、
断
る
ほ
う

も
﹁
察
し
て
も
ら
う
﹂
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
応
答
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
じ
表
現
を
そ

の
ま
ま
米
国
人
に
使
用
す
る
と

﹁
イ
エ
ス
な
の
か
ノ
ー
な
の
か

わ
か
ら
な
い
﹂
と
い
う
反
応
が

返
っ
て
き
ま
す
。こ
の
た
め﹁
ア

メ
リ
カ
で
は
も
っ
と
は
っ
き
り

言
わ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
﹂
と
い
う

結
論
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
英
語
文

化
で
も
﹁
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
﹂

は
っ
き
り
言
え
ば
い
い
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
英
国

は
も
ち
ろ
ん
、
米
国
で
も
柔
ら

か
い
表
現
で
丁
寧
で
あ
り
な
が

ら
も
、
明
確
に
拒
否
だ
と
わ
か

る
よ
う
に
伝
え
ま
す
。
こ
の
部

分
は
、
頻
繁
に
日
本
の
英
語
教

育
に
お
い
て
誤
解
さ
れ
て
い

の
ど
こ
が
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
？  

実
は
こ
の
表
現
は
ぶ
し

つ
け
な
印
象
を
持
ち
、
こ
の

よ
う
な
場
面
で “

N
o, thank 

you.”

と
だ
け
言
っ
て
断
る

米
国
人
は
、
た
ま
た
ま
機
嫌
の

悪
い
人
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
い

な
い
か
ら
で
す
。
社
会
の
会
話

基
準
と
し
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
丁
寧
に
聞
か
れ
た
ら
拒
否
す

る
の
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
丁
寧

に
行
う
と
い
う
規
則
が
あ
り
ま

す
。
家
族
な
ど
の
近
い
関
係
で

な
い
相
手
の
場
合
、
発
話
す
る

文
が
短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
失
礼

と
取
ら
れ
る
と
い
う
研
究
も
あ

り
ま
す
。
で
す
の
で
模
範
返
答

と
し
て
は
、
相
手
に
微
笑
み
な

が
ら “

U
m

m
, I think I’

m
 

fine for now
, but thanks 

for asking.”

︵
あ
〜
、
今
の

と
こ
ろ
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま

す
。
尋
ね
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
︶
あ
た
り
が
適
当
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
実
際 “

N
o” 

と
い
う
表
現
を
使
わ
ず
、
ま

た
文
を
始
め
る
前
に
少
し
た

め
ら
い
を
示
す “

U
m

m
,” 

拒

否
の
意
味
合
い
を
緩
和
す
る 

“
I think” “

for now
,” 

そ

し
て
最
後
に
ち
ゃ
ん
と “

but 
thanks for asking.” 

感
謝

の
意
を
加
え
て
丁
寧
感
を
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
米
国

で
は
﹁
曖
昧
に
拒
否
す
る
﹂
と

伝
わ
ら
ず
、﹁
直
接
的
に
拒
否

す
る
﹂
と
失
礼
に
な
り
、﹁
丁

寧
か
つ
明
瞭
に
拒
否
す
る
﹂
こ

と
が
正
解
な
の
で
す
。﹁
英
語

に

は “
W

ould” “
C

ould” 
“

please” 

以
外
、
ほ
と
ん
ど

丁
寧
語
は
な
い
﹂﹁
米
国
で
は

直
接
的
に
も
の
を
言
わ
な
い
と

伝
わ
ら
な
い
﹂
な
ど
と
日
本
で

英
語
を
教
え
て
い
る
学
校
は
、

も
っ
と
実
際
社
会
で
使
わ
れ
て

い
る
会
話
を
導
入
す
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

て
、
先
述
の
よ
う
に
﹁
英
語
は

日
本
語
と
違
い
、
言
葉
で
は
っ

き
り
イ
エ
ス
・
ノ
ー
を
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
強
調
し

て
指
導
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
場
面
に
よ
っ

て
は
直
接
的
に
言
お
う
と
努
め

す
ぎ
て
、
相
手
が
失
礼
に
思
う

ケ
ー
ス
を
実
際
見
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
面
白
い
こ
と

に
、
米
国
人
の
同
僚
か
ら
﹁
日

本
人
は
丁
寧
な
民
族
で
知
ら
れ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
英
語
で
話

す
と
失
礼
な
言
い
方
を
す
る
の

か
？
﹂
と
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な

例
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。
米
国

在
住
数
年
の
日
本
人
が
、
お

店
に
入
っ
て
米
国
人
店
員
か

ら”
C

an I help you w
ith 

anything?”

︵
何
か
お
手
伝

い
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
︶
と
親

切
に
聞
か
れ
て
、
一
言 ”

N
o, 

thank you.”

と
断
っ
た
場

面
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
店
員
は “

O
h, O

K

…”

と
肩
を
す
く
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し“

N
o, thank you.”

考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
に
は
介
護
の

地
域
に
お
け
る
敵
に
勝
つ
と
い

う
よ
う
な
荒
々
し
い
﹁
競
合
他

社
﹂
で
は
な
く
、
あ
え
て
同
業

者
を
競
合
で
は
な
く
﹁
協
合
﹂

と
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
ば
、

ど
ん
な
に
高
付
加
価
値
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
し
て

も
今
の
﹁
人
手
不
足
時
代
﹂
に

採
用
で
競
合
と
取
り
合
い
し
て

い
る
場
合
で
は
な
い
し
、
人
手

不
足
の
現
状
は
﹁
災
害
級
﹂
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
時
に
支
援
物
資
を
取

り
合
い
す
る
ほ
ど
の
愚
行
は
な

い
は
ず
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
御
近
所
さ
ん

へ
の
醤
油
の
貸
し
借
り
の
よ
う

に
﹁
人
手
不
足
で
困
っ
た
と
き

に
は
い
つ
で
も
言
っ
て
ね
。
う

ち
の
職
員
も
喜
ん
で
お
手
伝
い

に
行
き
ま
す
か
ら
﹂
と
い
う
発

想
で
す
。
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
い

う
外
部
内
部
環
境
分
析
で
初
期

の
段
階
で
把
握
し
、﹁
競
合
﹂

を
﹁
協
合
﹂
に
変
え
、
弱
み
を

見
せ
な
が
ら
、
地
元
に
可
愛
が

ら
れ
る
作
戦
は
５
年
経
っ
た
今

も
﹁
タ
ニ
ン
﹂
を
引
き
寄
せ
る

引
力
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
選
び
で
、
思
わ
ず
、
建

物
の
ハ
ー
ド
面
や
接
す
る
ス
タ

ッ
フ
の
笑
顔
や
お
金
や
息
子
や

娘
の
交
通
の
便
に
選
択
の
主
眼

が
い
き
が
ち
で
す
が
、
何
よ
り

も
大
切
な
の
は
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
や
訪
れ
て
く
る
人
と

か
も
含
め
た
﹁
雰
囲
気
﹂
が
大

事
で
す
よ
ね
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

 　

北
米
ス
ク
ラ
ブ
ル
選
手
協
会
︵
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
︶
は
８
日
、
人
種
や
多

民
族
を
中
傷
す
る
単
語
の
得
点
は

今
後
認
め
な
い
と
し
、
公
式
ス
ク

ラ
ブ
ル
単
語
リ
ス
ト
か
ら
２
３
６

語
を
削
除
し
た
。
ス
ク
ラ
ブ
ル

︵Scrabble

︶
と
は
１
９
４
８
年
に

ア
メ
リ
カ
で
作
ら
れ
た
、
単
語
を

作
成
し
て
得
点
を
競
う
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム

　

同
協
会
の
ジ
ョ
ン
・
チ
ュ
ウ
最

高
経
営
責
任
者
は
﹁
中
傷
的
な
単

語
を
取
り
除
く
こ
と
は
、
人
種
差

別
撤
廃
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
な

か
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
が
包
括
的
で
あ

る
こ
と
を
示
す
最
低
限
に
で
き

る
行
為
で
あ
る
﹂
と
話
し
て
い

る
。
ま
た
同
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

商
標
権
を
所
有
す
る
玩
具
メ
ー

カ
ー
の
ハ
ズ
ブ
ロ
社
も
、
同
決

定
を
支
持
し
て
い
る
。
一
方
、

約
１
万
人
の
同
協
会
の
な
か
に

は
変
更
に
反
対
し
、
す
で
に
複

数
が
脱
退
し
て
い
る
と
い
う
。

チ
ュ
ウ
氏
は
削
除
さ
れ
る
単
語

の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
得
点
８
ポ
イ

ン
ト
だ
っ
た
い
わ
ゆ
る
﹁
Ｎ
ワ

ー
ド
︵
黒
人
を
意
味
す
る
単
語
︶﹂

は
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。

人
種
差
別
的
な
言
葉
を
除
去

ボードゲーム
スクラブル

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

Ｎ
Ｙ　

Ｍ
Ｂ
Ａ
会
7
月
の
月

例
会
は
、
31
日(

金)

午
後
８

時
︵
米
東
部
時
間
︶
か
ら
米
国

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
、
鈴
村
豊
太

郎
氏
を
講
師
に
招
く
。

　

﹃
コ
ロ
ナ
禍
・
世
界
動
向
の

Ａ
Ｉ
と
デ
ー
タ
科
学
を
用
い
た

解
析
手
法
﹄
と
題
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
感
染
情
報
な
ど

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
や
コ

ン
タ
ク
ト
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ア
プ

リ
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
の
新
た
な
活
用

方
法
を
移
動
デ
ー
タ
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
た
人
々
の

行
動
変
容
の
解
析
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
影
響
解
析 (

Ａ
Ｉ
の
新
手
法

で
あ
る
グ
ラ
フ
深
層
学
習
を
応

用)

に
つ
い
て
、
最
新
情
報
を

話
す
。
参
加
費
無
料 

。
先
着

１
０
０
名
。
登
録
は

https://u
s02w

eb.zoom
.

u
s/m

eetin
g

/reg
ister/

tZE
vc--

７
月
の
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
会

鈴
村
豊
太
郎
氏
が
講
演

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZEvc--
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

英
語
を
学
び
な
が
らSD

G
s

の
理
解
を
深
め
る
テ
レ
ビ
連
動

型SD
G

s

英
語
学
習
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
﹁
サ
ス
テ
ナ
英
語
レ
ッ

ス
ン
﹂︵
フ
ジ
テ
レ
ビ
︶
が
９

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
持
続

可
能
な
開
発
目
標
︵SD

G
s

︶

を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
﹁
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ン
ナ

ー
ズ
〜
17
の
未
来
〜
﹂
で
放
送

さ
れ
た
地
球
規
模
の
課
題
を
毎

回
一
つ
取
り
上
げ
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
英
語
字
幕
の
キ
ー
ワ
ー

ド
＆
フ
レ
ー
ズ
を
解
説
す
る
。 

生
徒
役
に
は
、
地
球
環
境
問
題

や
気
候
変
動
に
興
味
が
あ
る
ガ

チ
ャ
ピ
ン
＆
ム
ッ
ク
が
登
場
す

る
。
発
音
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
鈴

木
唯
＝
写
真
＝
に
よ
る
英
語
ボ

イ
ス
サ
ン
プ
ル
も
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。毎
週
木
曜
に
更
新
し
、

コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
︵
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
︶
習
慣
で
、
次
世
代
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
若
者
た
ち
を
対

象
に
情
報
を
発
信
す
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

sasutena-eigo.fujitv.com

を
参
照
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
が
世
界
に
配
信

サ
ス
テ
ナ
英
語
講
座
開
講

楽しい

 

週
刊
Ｎ
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デ
ジ
タ
ル
版
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今
年
度
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

は
じ
め
と
し
た
海
外
や
日
本
国

内
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
公

益
財
団
法
人
、
海
外
子
女
教
育

振
興
財
団
主
催
の
﹁
帰
国
生
の

た
め
の
学
校
説
明
会
・
相
談
会
﹂

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
通
常

開
催
が
見
送
り
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
国

内
の
帰
国
生
受
入
校
へ
の
進
路

を
考
え
て
い
る
人
へ
の
情
報
提

供
の
場
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
ま
た
、
帰
国
生
お
よ

び
今
後
帰
国
予
定
の
人
た
ち
が

不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
有
益

な
情
報
を
届
け
る
た
め
、
代
替

案
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
実

施
内
容
は
以
下
を
予
定
し
て
い

る
︵
※
一
部
変
更
と
な
る
可
能

性
あ
り
︶。

︵
１
︶
動
画
で
の
学
校
紹
介
︵
８

月
１
日
〜
予
定
︶
：
参
加
校
の

学
校
の
様
子
や
特
色
を
伝
え

る
。︵
２
︶
帰
国
生
の
コ
メ
ン

ト
︵
８
月
１
日
〜
予
定
︶
：
参

加
校
に
在
籍
す
る
帰
国
生
か

ら
、
学
校
選
択
や
受
験
に
向
け

た
準
備
や
、
こ
れ
か
ら
学
校
を

選
ぶ
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
話
し
て
も
ら
う
。︵
３
︶
学

校
相
談
︵
８
月
17
日
〜
21
日
予

定
︶：
各
校
に
相
談
時
間
枠︵
各

１
時
間
︶
を
設
け
、
事
前
質
問

を
受
け
付
け
る
。
質
問
に
対
し

そ
の
枠
の
中
で
回
答
す
る
形
式

を
予
定
。
参
加
希
望
者
は
出
入

り
自
由
で
、
都
合
の
良
い
時

間
に
入
れ
る
︵
ズ
ー
ム
を
使
用

予
定
︶。︵
４
︶
学
校
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
︵
８
月
１
日
〜
予
定
︶
：

申
し
込
み
者
向
け
の
サ
イ
ト
上

で
、
各
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

提
供
で
き
る
リ
ン
ク
を
掲
載
す

る
予
定
。︵
５
︶
各
種
講
話
︵
８

月
１
日
〜
予
定
︶
：
財
団
相
談

員
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
各
種
講
話
を
行
う
。

　

参
加
方
法
な
ど
の
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.joes.
or.jp

/k
ojin

/k
ok

u
n

ai_
setsum

eikai 

を
参
照
。

帰
国
生
対
象
の
相
談
会

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
主
催

今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　

名
古
屋
国
際
中
学
校
・
高
等

学
校
は
帰
国
生
対
象
の
オ
ン
ラ

イ
ン
個
別
相
談
を
実
施
す
る
。

対
象
は
東
海
地
区
に
帰
国
し
、

中
学
・
高
校
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
の
入
学
・

編
入
学
予
定
者
。
日
時
は
希
望

日
時
で
調
整
す
る
。

　

同
校
は
帰
国
後
に
受
験
で
き

る
帰
国
生
入
試
の
ほ
か
、
海
外

在
住
中
に
出
願
し
、
書
類
の
み

で
選
考
す
る
﹁
北
米
学
校
長
推

薦
入
試
﹂
を
実
施
し
て
い
る
。

個
別
相
談
で
は
、
こ
れ
ら
の
入

試
や
同
校
の
特
色
に
つ
い
て
も

説
明
す
る
。
帰
国
生
の
受
験
指

導
は
、
豊
富
な
経
験
の
あ
る
北

米
在
住
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
サ
ー
が
担
当
す
る
。

　

個
別
相
談
の
申
し
込
み
は
Ｅ

メ
ー
ルnihs@

ujeec.org

︵
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
北

米
地
域
担
当
、
丹
羽
さ
ん
︶
ま

で
。 名古屋国際中・高

オンライン個別相談
東海地区帰国予定者対象に

　

４
月
か
ら
行
っ
て
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
保
育
を
終
え
、
６
月
中

旬
に
通
常
保
育
に
戻
っ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の
系
列

校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
︵
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
︶
保
育
部
門
﹁
き
り
ん
の
へ

や 
こ
ど
も
園
﹂
は
７
日
、﹁
七

夕
の
集
い
﹂
を
行
っ
た
。

　

浴
衣
や
甚
平
を
着
て
登
園
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
と

違
う
雰
囲
気
に
少
し
照
れ
た
様

子
で
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
七
夕

の
歌
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
後
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
た
子
ど
も

た
ち
は
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
自
分
を
重
ね
、
目
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
た
。
そ
し
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
に
設
定
さ
れ
た
七
夕
の

世
界
の
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
で
、

星
の
冠
を
つ
け
、
天
の
川
の
橋

を
渡
り
、
彦
星
、
織
姫
に
会
い

に
行
っ
た
。
最
後
は
み
ん
な
で

記
念
撮
影
。
笹
飾
り
の
短
冊
に

は
﹁
○
○
ち
ゃ
ん
と
、
ず
っ
と

い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
ま
す
よ
う

に
！
﹂﹁
お
た
ん
じ
ょ
う
び
パ

ー
テ
ィ
ー
が
、
で
き
ま
す
よ
う

に
！
﹂
と
願
い
を
込
め
て
結
び

付
け
た
。

き
り
ん
の
へ
や

七
夕
の
集
い
楽
し
む

　

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://sasutena-eigo.fujitv.com
https://sasutena-eigo.fujitv.com
https://sasutena-eigo.fujitv.com
https://sasutena-eigo.fujitv.com
https://sasutena-eigo.fujitv.com
mailto:nihs@ujeec.org%EF%B8%B5%E3%82%A2
mailto:nihs@ujeec.org%EF%B8%B5%E3%82%A2
mailto:nihs@ujeec.org%EF%B8%B5%E3%82%A2
mailto:nihs@ujeec.org%EF%B8%B5%E3%82%A2
mailto:nihs@ujeec.org%EF%B8%B5%E3%82%A2
www.joes.or.jp/kojin/kokunai_setsumeikai
http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2015921275
http://www.kodomony.org
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在
住
者

の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
方
法
＝
作

品
現
物
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た

画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・

氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・
電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
・

を
明
記
の
こ
と
●
応
募
作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第

３
週
号
に
て
発
表
●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀

賞
一
点
を
選
び
、
賞
品
と
し
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
協

賛
に
よ
る
米
国
国
内
線
航
空
券
、
第
二
席
と
第
三
席
入

賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
︵
株
︶
協
賛
に
よ
る
﹁
熊
野
筆
﹂

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も

の
で
す
。 書

の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル
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協
賛

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

椎
木
　
朋
子

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
５

石
田
　
咲
菜

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

A
n

n
e D

ela
v
en

n
e-D

ela
ttre

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
藤
本
　
竜
矢

ジ
ョ
ー
ジ
ア
日
本
語
学
校
小
５
　
　 

林
　
桐
子

ジ
ョ
ー
ジ
ア
日
本
語
学
校
中
２
　

石
井
　
桃
香

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
依
然
と
し
て
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
︵
Ｎ

Ｙ
Ｕ
︶
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は

教
室
で
の
講
義
を
再
開
す
る
意

向
を
に
明
ら
か
に
し
た
。
し
か

し
全
米
で
テ
ニ
ュ
ア
︵
終
身
在

職
件
︶
を
有
す
る
教
授
の
37
％

が
55
歳
以
上
と
高
齢
で
あ
る
こ

と
か
ら
懸
念
と
反
対
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

の
ダ
ナ
・
ワ
ー
ド
政
治
学
名
誉

教
授
︵
70
歳
︶
は
、
﹁
ワ
ク
チ

ン
が
︵
開
発
さ
れ
て
︶
手
に
入

る
ま
で
、
私
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に

足
を
踏
み
入
れ
な
い
﹂と
発
言
。

そ
の
ほ
か
米
大
学
の
何
千
人
も

の
教
授
が
教
室
で
行
う
講
義
に

懸
念
を
訴
え
て
、
大
学
側
は
戸

惑
っ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
は
遠

隔
講
義
に
は
条
件
付
き
で
、
65

歳
以
上
で
あ
る
か
、
特
定
の
健

康
状
態
の
問
題
が
あ
る
場
合
に

限
る
と
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
立
モ
ン
ト
ク
レ
ア

大
学
広
報
部
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ブ

レ
ナ
ン
氏
は
﹁
教
室
で
の
授
業

の
ほ
う
が
能
率
よ
く
学
べ
る

し
、
１
０
０
％
リ
モ
ー
ト
講
義

に
は
賛
成
で
き
な
い
﹂
と
述
べ

た
。
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
州
立
大

学
広
報
部
の
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ペ

ル
氏
も
教
室
で
の
講
義
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
る
。

９
月
開
講
に
難
色

米
大
学
の
高
齢
教
授
た
ち

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
で

継
承
語
と
し
て
の
日
本
語
教
育

を
行
う
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学

園
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹁
平
和
授
業
﹂
を
２

日
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
１

日
目
は
﹁
自
分
に
と
っ
て
の
平

和
﹂﹁
今
の
自
分
に
で
き
る
こ

と
﹂
を
テ
ー
マ
に
、﹁
平
和
﹂

の
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
飾
り
つ
け

し
、
見
せ
合
い
な
が
ら
そ
の
思

い
を
語
り
合
っ
た
。
平
和
と
い

う
壮
大
な
課
題
に
対
し
て
今
で

き
る
こ
と
は
、﹁
兄
弟
げ
ん
か

を
し
な
い
﹂
と
い
う
身
近
な
こ

と
か
ら
と
い
う
結
論
に
参
加
し

た
保
護
者
も
微
笑
ん
で
い
た
。

　

２
日
目
は
毎
年
８
月
６
日
に

広
島
で
行
わ
れ
る
﹁
灯
ろ
う
流

し
﹂
参
加
に
向
け
、﹁
広
島
と

平
和
﹂
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
や
原
爆
症
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
佐
々
木
禎
子
さ

ん
の
お
話
し
に
は
、
子
ど
も
た

ち
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。
こ

の
よ
う
な
悲
劇
が
２
度
と
起
こ

ら
な
い
こ
と
を
願
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
込
め
て
21
個
の
平

和
色
に
染
ま
っ
た
灯
ろ
う
を
完

成
さ
せ
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
従
来

行
わ
れ
る
広
島
平
和
記
念
公
園

か
ら
別
の
場
所
へ
移
っ
て
の
小

規
模
な
灯
ろ
う
流
し
と
な
る

が
、
今
回
作
っ
た
灯
ろ
う
も
参

加
す
る
。
同
学
園
で
は
﹁
８
月

６
日
、
願
い
が
一
つ
に
な
っ
て

世
界
中
に
届
く
こ
と
、
そ
し
て

未
来
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
祈

る
﹂
と
話
し
て
い
る
。

﹁
平
和
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
﹂

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
校

広
島
の
灯
ろ
う

流
し
に
参
加
へ

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
幼
児
部
は

７
月
18
日
︵
土
︶
と
８
月
８
日

︵
土
︶
の
午
前
11
時
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
公
開
保
育
を

行
う
。
公
開
保
育
は
幼
児
部
年

長
︵
２
０
１
４
年
４
月
２
日
〜

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶
と
、

幼
児
部
年
中
︵
15
年
４
月
２
日

〜
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶
の

各
１
学
級
ず
つ
、
定
員
10
人
程

度
。
応
募
条
件
は
日
本
語
で
先

生
の
話
を
聞
い
て
理
解
で
き
る

子
ど
も
で
、
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
準
備
が

で
き
る
こ
と
。

　

参

加

費

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルnjw
s@

jw
snj.org

︵
新
谷
さ
ん
︶
ま

で
。
申
し
込
み
は
以
下
リ
ン

ク
、

７

月

18

日
︵https://

form
s.g

le/rSqH
eB

B
n

v
E

Y
N

5G
R

r6

︶、

８

月

８

日
︵h

ttps://form
s.g

le/
qbY

ziW
z5

B
zcx

S
j7

A
8

︶

か
ら
。 NJ 補習授業校

幼児部公開保育

オンラインで 18 日と８月８日

　

待
ち
に
待
っ
た
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
が
７
月
13
日
か
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡

本
徹
学
園
長
︶で
始
ま
っ
た
。

今
年
で
38
回
目
を
迎
え
る
同

学
園
の
サ
マ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
︵
溝
越
史
恭
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
Ｎ
Ｊ

州
の
行
政
指
導
に
よ
る
学
校

閉
鎖
に
伴
い
一
旦
中
止
と
な

っ
た
が
、
６
月
半
ば
に
Ｎ
Ｊ

州
でY

outh C
am

p

と
し

て
実
施
可
能
と
の
発
表
が
あ

り
、
す
ぐ
に
実
施
許
可
書
を

取
得
し
、
ま
ず
は
こ
の
日
、

幼
児
部
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
今

後
、
小
学
部
も
実
施
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
久
々
の
お
友

達
と
の
出
会
い
に
子
ど
も
た

ち
は
終
始
笑
顔
で
1
日
を
楽

し
ん
で
い
た
。

待
ち
に
待
っ
た
育
英

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
開
始

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
https://forms.gle/rSqHeBBnvEYN5GRr6
https://forms.gle/qbYziWz5BzcxSj7A8
http://www.masako-inkyo.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://japaneseschool.org
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私
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
私

の
家
族
は
日
本
か
ら
来
た
か

ら
、
日
本
語
を
勉
強
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
周
り
の
人
か
ら
い

つ
も
、
﹁
日
本
語
勉
強
し
て
お

か
な
い
と
、
後
で
後
悔
す
る

よ
。
﹂
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
日
本
語
を
習
う
こ

と
は
楽
し
く
な
い
し
、
役
に

立
た
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
、
日
本
語
を

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
今
は
日
本
語
を
習

え
る
こ
と
は
す
ご
く
良
い
こ

と
だ
と
、
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
理
由
は
、
家
族

や
他
の
日
本
人
と
話
せ
る
か

ら
で
す
。
日
本
語
の
勉
強
を

や
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
日
本

人
の
友
達
と
も
家
族
と
も
話

せ
ま
せ
ん
。
日
本
に
帰
っ
て

も
、
だ
れ
と
も
話
し
た
り
で

き
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
平
仮

名
や
片
仮
名
や
漢
字
を
読
ん

だ
り
、
書
い
た
り
で
き
る
か

ら
で
す
。
日
本
語
は
結
構
難

し
い
言
語
な
の
で
、
小
さ
い

頃
か
ら
習
え
る
こ
と
は
特
権

で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
ず

っ
と
習
っ
て
い
て
日
本
語
を

い
つ
で
も
、
使
え
ま
す
。

　

日
本
語
の
勉
強
は
大
変
で

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

た
く
さ
ん
利
点
が
あ
り
ま
す
。

今
は
日
本
語
が
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
絶

対
に
、
日
本
語
を
き
ち
ん
と

話
し
た
り
、
書
い
た
り
、
使

っ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□　
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九
月
十
五
日
の
日
曜
日
、

今
年
の
さ
い
し
ょ
の
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
し
合
が
あ
り
ま
し

た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
パ
ッ
ド

を
つ
け
て
ぶ
つ
か
り
合
う
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
こ
と
で
す
。
こ
の
し
合
で

ぼ
く
は
長
い
パ
ス
を
三
回
も

落
と
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
オ

フ
も
落
と
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
も
相

手
を
タ
ッ
ク
ル
し
な
き
ゃ
と

思
っ
て
も
全
力
で
は
一
回
も

で
き
な
い
ま
ま
、
し
合
に
ま

け
て
く
や
し
く
家
に
帰
り
ま

し
た
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
も
何
か
を
た
め
ら
っ
て
い

る
ぼ
く
に
気
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
は
、
ぼ
く
の
プ
レ
イ
を
見

て
ぼ
く
に
、
﹁
あ
な
た
は
本
当

に
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
つ
づ
け

た
い
の
。
﹂
と
心
配
そ
う
に
聞

い
て
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
も
う
や
り
た
く
な

い
の
か
。
ぼ
く
は
ま
だ
つ
づ

け
た
い
。
ど
う
し
て
か
と
言

う
と
、
本
当
は
も
っ
と
う
ま

く
で
き
る
と
心
で
分
か
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
ぼ

く
は
ま
だ
何
を
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
メ
モ

を
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
メ
モ
に
は
、
に

が
手
な
プ
レ
イ
や
、
ど
う
し

て
に
が
手
な
の
か
、
ぼ
く
が

心
配
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
、

な
ど
を
全
部
書
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ぼ
く
が
に
が
手

な
の
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
し

て
人
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
メ
モ
に

書
か
な
く
て
も
分
か
る
し
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
ぼ

く
の
プ
レ
イ
を
見
た
だ
け
で

分
か
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
に
が
手
な
の
か
。
そ
の
答

え
は
す
ぐ
に
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
で
も
に
が
手
な
理

由
は
考
え
て
み
な
い
と
す
ぐ

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
紙
と

え
ん
ぴ
つ
を
持
っ
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
い
た
い
か
ら
か

な
。
ど
き
ど
き
も
す
る
な
。

で
も
そ
れ
よ
り
も
、
ぼ
く
が

タ
ッ
ク
ル
し
た
相
手
が
倒
れ

な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

は
ず
か
し
い
な
。
か
っ
こ
わ

る
い
な
。
で
も
ち
ょ
っ
と
ま

て
、
も
し
タ
ッ
ク
ル
し
な
い

ま
ま
相
手
に
ぬ
か
れ
て
タ
ッ

チ
ダ
ウ
ン
さ
れ
た
ら
も
っ
と

は
ず
か
し
く
な
い
か
。
や
っ

ぱ
り
そ
う
だ
。
次
の
ゲ
ー
ム

で
は
、
こ
わ
が
っ
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。

　

オ
フ
ェ
ン
ス
で
は
、
ハ
ン

ド
オ
フ
の
時
に
フ
ァ
ン
ブ
ル

を
し
な
い
で
ボ
ー
ル
を
持
っ

て
エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
ま
で
全
力

で
走
れ
て
い
な
い
の
が
ぼ
く

の
に
が
手
な
所
で
す
。
一
体

ど
う
し
て
に
が
手
な
の
か
。

い
た
い
か
ら
か
な
。
ど
き
ど

き
も
す
る
な
。
こ
こ
ま
で
書

い
て
は
っ
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
が
何
か
の
こ
と
を
に
が

手
だ
な
と
思
う
時
、
そ
れ
を

や
る
前
に
心
配
し
て
、
ど
き

ど
き
し
て
し
っ
ぱ
い
し
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

う
ち
に
、
タ
ッ
ク
ル
を
し
そ

び
れ
て
、
ハ
ン
ド
オ
フ
を
本

当
に
フ
ァ
ン
ブ
ル
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ぼ
く
は
自
分
の
頭

で
、
こ
れ
が
に
が
手
と
そ
れ

を
す
る
前
か
ら
に
げ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
メ
モ
を
考
え
て
る
う

ち
に
、
次
の
し
合
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
前
半
に
パ
ス

を
二
回
落
と
し
ま
し
た
。
す

ご
く
が
っ
か
り
し
た
け
ど
、

し
っ
ぱ
い
し
た
事
を
わ
す
れ

な
く
ち
ゃ
、
次
は
ぜ
っ
た
い

と
れ
る
と
し
ん
じ
る
事
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
さ
い
後
、

ま
た
同
じ
プ
レ
イ
で
ぼ
く
は

全
力
で
ボ
ー
ル
を
と
り
に
行

き
ま
し
た
。
走
っ
て
走
っ
て

エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
ま
で
走
っ
て

着
い
た
時
、
ボ
ー
ル
は
ぼ
く

の
手
の
中
に
し
っ
か
り
と
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□　

　
皆
さ
ん
は
、
辛
い
食
べ
物
が

好
き
で
す
か
？
私
は
辛
い
食

べ
物
が
大
好
き
で
す
。
ハ
ラ
ペ

ー
ニ
ョ
み
た
い
な
ト
ウ
ガ
ラ
シ

の
辛
さ
が
一
番
好
き
で
す
。
だ

け
ど
、
私
の
家
で
は
、
少
し
前

ま
で
カ
レ
ー
を
作
る
時
、
妹
が

辛
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
う
理
由
で
ず
っ
と
甘
口
で
し

た
。
早
く
、
中
辛
も
超
え
て
辛

口
に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
前

か
ら
、
気
に
な
っ
た
の
は
、
な

ぜ
人
間
は
、
口
に
痛
み
を
起
こ

す
よ
う
な
食
べ
物
が
好
き
な
の

だ
ろ
う
と
い
う
事
で
す
。

　
最
初
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
、
辛
さ
の
原
因
を
検
索
し
ま

し
た
。「
辛
い
」
は
味
覚
で
は

な
く
痛
み
で
、
こ
れ
は
舌
が
刺

激
を
受
け
る
こ
と
で
、
起
き
る

脳
の
反
応
だ
と
い
う
事
で
す
。

辛
い
も
の
は
、
カ
プ
サ
イ
シ
ン

と
い
う
ケ
ミ
カ
ル
が
入
っ
て
い

ま
す
。こ
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
、

感
覚
神
経
に
あ
る
「TRPV1

」

と
呼
ば
れ
る
受
容
体
と
交
ざ
り

ま
す
。
こ
の
受
容
体
は
、
痛
み

や
熱
な
ど
の
刺
激
に
反
応
し

て
、
脳
に
警
告
信
号
を
送
り
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
人

は
、
辛
い
と
い
う
感
覚
を
受
け

ま
す
。
で
も
、
ど
う
し
て
痛
み

を
起
こ
す
食
べ
物
を
、
多
く
の

人
が
好
む
の
で
し
ょ
う
か
。

　
辛
い
も
の
を
食
べ
て
痛
み
を

感
じ
た
時
に
、
通
常
の
痛
み
と

同
じ
で
、
脳
で
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
は
興
奮
を
促
す
物
質
で
、

感
覚
を
麻
痺
さ
せ
、
痛
み
を
感

じ
に
く
く
さ
せ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
分
泌

が
続
く
と
脳
に
と
っ
て
も
、
か

な
り
ス
ト
レ
ス
の
あ
る
無
理
な

状
態
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
脳
は
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
た
め
に
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
を
分
泌
し
て
、
苦
痛
を
和
ら

げ
る
の
で
す
。
こ
の
感
覚
を
気

持
ち
よ
く
感
じ
、
多
く
の
人
は

辛
い
、
ま
た
は
痛
い
食
べ
物
を

楽
し
む
よ
う
で
す
。

　
辛
い
も
の
を
食
べ
過
ぎ
る

と
、
健
康
被
害
も
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、ほ
ど
ほ
ど
に
、

刺
激
を
楽
し
み
な
が
ら
、
辛
い

食
べ
物
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
滞
米
15
年
）

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
日
本
語
を
勉
強
し
て

　
　
　
　
　
良
か
っ
た
こ
と
﹂

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
佳
怜

　

僕
の
家
の
手
伝
い
は
四
つ
あ

り
ま
す
。

　

一
つ
目
に
、
部
屋
の
そ
う
じ

で
す
。
家
の
中
の
片
付
け
を
し

た
後
、
そ
う
じ
機
を
か
け
ま
す
。

そ
う
じ
機
を
か
け
終
わ
る
と
、

部
屋
が
片
付
い
て
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。

　

二
つ
目
に
洗
た
く
物
を
た
た

む
こ
と
で
す
。
洗
た
く
物
を
洗

っ
て
、
か
わ
か
し
た
ら
洗
た
く

物
を
き
れ
い
に
た
た
ん
で
タ
ン

ス
に
し
ま
い
ま
す
。
た
た
み
終

わ
る
と
、
着
る
物
が
増
え
て
、

楽
に
な
り
ま
す
。

　

第
三
は
庭
そ
う
じ
で
す
。
か

れ
葉
や
や
な
ぎ
の
木
の
枝
を
集

め
て
、
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
ま
す
。

そ
う
じ
が
終
わ
る
と
、
庭
が
き

れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
は
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
で

す
。
ベ
ッ
ド
の
シ
ー
ツ
を
洗
い

終
わ
っ
た
後
、
シ
ー
ツ
を
ベ
ッ

ド
に
し
き
ま
す
。
終
わ
っ
た
後
、

ベ
ッ
ド
が
き
れ
い
に
な
っ
て
、

安
心
し
て
夜
に
眠
れ
ま
す
。

　

僕
に
は
、
手
伝
い
は
仕
事
の

よ
う
で
す
。
親
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
時
、
僕
は
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
の
エ
ル
フ
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
５
年
︶

 「辛さとは」
　　　　　プリンストン日本語学校中３

　　　　　　　　　　　　　　高野　歩

 ﹁
家
の
手
伝
い
﹂

　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
田
　
健

 ﹁
に
が
手
だ
な
と
思
う
前
に
﹂

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ー
ク
　
和
馬

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

台
所
や
浴
室
の
改
修
工
事
を
す
る
た
め
、
業
者
に
見
積
も
り

を
出
し
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、
余
り
の
値
段
の
高
さ
に
び
っ
く

り
し
た
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
米
国
の

中
で
も
工
事
費
が
最
も
高
額
な
都
市
と
言
わ
れ
る
。

　

﹁
工
事
費
節
約
の
た
め
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
と
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
は
不
可
欠
﹂
と
い
う
の

は
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
坂
岡
秋
野
さ
ん
。

　

工
事
業
者
に
直
接
﹁
い
く
ら
で
す
か
﹂
と
聞
く
の
は
愚
の
骨

頂
だ
そ
う
で
、
答
え
は
業
者
に
と
っ
て
最
も
都
合
が
よ
く
、
高

く
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
値
段
に
な
っ
て
返
っ
て
く
る
の
が
相
場
。

ま
た
、
提
出
を
求
め
た
見
積
も
り
も
何
に
い
く
ら
使
わ
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
も
の
を
出
し
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
い
ざ

工
事
が
始
ま
っ
て
、
見
積
も
り
に
な
い
項
目
の
支
払
い
を
要
求

さ
れ
納
得
で
き
な
い
ま
ま
払
わ
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
起

こ
り
が
ち
。

　

予
算
超
過
を
防
ぐ
た
め
に
、
工
事
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
予
算
計
画
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
工

事
を
行
う
と
完
成
ま
で
予
算
に
沿
っ
て
工
事
が
行
わ
れ
る
。﹁
納

期
と
予
算
﹂
を
管
理
で
き
る
設
計
事
務
所
や
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
通
し
て
工
事
業
者
に
発
注
す
る
の
が
、
実
は
回
り

道
の
よ
う
で
い
て
安
上
が
り
に
で
き
る
最
短
距
離
か
も
し
れ
な

い
。

　

上
の
プ
ラ
ン
は
、
業
者
が
出
し
た
改
装
工
事
費
用
、

２
万
６
０
０
０
ド
ル
の
見
積
も
り
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
１
万
７
７
０
０
ド
ル
ま
で
下
げ
ら
れ
た
例
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
７
２
０
・
３
７
１
７
、秋
野
さ
ん
。

初
回
電
話
相
談
無
料　

Ｅ
メ
ー
ル　

akino@
interiordesigncrafted.com

　

︵
資
料
協
力
・
イ
ン
テ
リ
ア�

デ
ザ
イ
ン�

ク
ラ
フ
テ
ッ
ド
︶

改修工事をインテリア・デザイナーに相談する

コ
ス
ト
削
減
効
果
あ
り

　

不
動
産
の
売
買
市
場
で
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
物
件
契

約
が
進
行
中
で
す
。
バ
ー
ゲ

ン
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
の
中
だ
け

で
も
、
現
時
点
で
60
万
ド
ル

以
下
の
１
軒
家
が
６
５
０
件

も
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ラ
ク

ト
︵
売
買
終
了
を
待
つ
だ
け

の
状
態
︶
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
第
一
に
、
か
つ
て

非
常
に
活
発
な
動
き
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
失
業
率
も
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
影
響
を
何
と
か
免
れ
た

方
々
に
は
、
大
き
な
チ
ャ

な
い
ほ
ど
の
低
金
利
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
５
年
固
定
金
利

で
は
２
・
６
％
と
い
う
低
金

利
を
出
し
て
い
る
ロ
ー
ン
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
︵
借
り
換
え
︶
も

し
ゃ
い
ま
す
。
第
２
に
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
経
済
見
通
し
の

悪
さ
で
、
物
件
売
却
に
よ
り

資
産
と
し
て
現
金
化
を
予
定

さ
れ
る
方
も
非
常
に
多
い
と

い
う
点
で
す
。
通
常
は
そ
の

ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に

最
近
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

﹁
密
﹂
状
態
か
ら
逃
れ
る
よ

う
に
バ
ー
ゲ
ン
郡
の
閑
静
な

住
宅
エ
リ
ア
に
戸
建
て
を
求

め
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ

結
果
、
市
場
価
格
が
下
落
す

る
の
で
す
が
、
一
部
の
エ
リ

ア
な
ど
を
除
き
、
価
格
が
下

落
し
て
い
る
傾
向
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
や
は
り
、
か
つ
て

な
い
低
金
利
政
策
が
価
格
を

支
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
上
昇
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
購
入
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ

ン
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
市
場
の
情
勢
で
す
。

︵
上
野
雅
章
　
リ
ロ
リ
ダ
ッ

ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ

フ
ィ
ス
︶

不
動
産
売
買
活
況
の
バ
ー
ゲ
ン
郡

不
動
産

ト
レ
ン
ド

ガレージにワークベンチ

　ガレージに工作台が一つ
あるだけで、家庭大工仕事
の簡単なものは作業でき
る。休日に趣味の工作など
も道具が揃っていれば便利
だ。自動車の整備も工具が
すぐに使える状態になって
いれば作業もしやすい。工
具類が一か所にまとまって
収納できるだけで、いざと
いう時に探す無駄も省けて
使い勝手が良い。ライトも
オプションで設置可能だ。
価格　$798
www.homedepot.com

HUSKY WORKBENCH

mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
http://www.homedepot.com
mailto:commercial@redacinc.com
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独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも 10 年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
http://www.sumitomo-ny.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
http://www.shoenrealty.com
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http://www.nykoshin.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
こ
の
記
事

を
書
い
て
る
日
、
こ
ち
ら
東
京

は
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ

中
で
す
。
雨
が
降
り
し
き
る
日

は
ま
だ
多
少
涼
し
い
の
で
す

が
、
そ
の
合
間
で
出
る
太
陽
は

湿
気
と
相
ま
っ
て
非
常
に
危
険

な
暑
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
筆

者
は
雨
が
大
嫌
い
で
す
が
、
気

温
上
昇
を
多
少
で
も
抑
え
て
く

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
期
間
中
ず

っ
と
雨
で
も
仕
方
な
い
、
と
思

う
ほ
ど
暑
い
の
で
す
。
今
年
は

そ
こ
に
加
え
﹁
マ
ス
ク
﹂
と
い

う
生
活
の
お
供
が
登
場
し
ま
し

た
。
先
日
も
エ
ア
リ
ズ
ム
と
い

う
響
き
に
踊
ら
さ
れ
た
事
案
が

あ
り
ま
し
た
が
、
各
メ
ー
カ
ー

さ
ん
よ
り
夏
用
の
涼
し
い
マ
ス

ク
商
戦
と
な
る
こ
の
夏
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
ト
ラ

イ
ス
テ
イ
ト
の
皆
さ
ん
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
聞

き
た
く
も
な
い
け
れ
ど
避
け
て

は
通
れ
な
い
話
題
、
コ
ロ
ナ
感

染
も
世
界
的
に
は
一
向
に
落
ち

着
く
気
配
も
見
せ
ず
、
ド
イ
ツ

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
そ
し
て
私
達

ア
メ
リ
カ
で
も
多
く
の
方
々
が

病
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
で
す

が
、
一
方
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
関

わ
る
記
事
も
多
く
、
人
体
投
与

を
始
め
る
企
業
や
関
連
団
体
も

あ
り
、
本
当
に
一
日
も
早
く
世

界
が
前
進
で
き
る
時
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

　

先
月
の
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
コ

ロ
ナ
禍
が
ル
ー
ト
66
の
イ
ベ
ン

ト
を
次
か
ら
次
へ
と
中
止
ま
た

は
延
期
に
追
い
込
む
現
状
を
お

伝
え
し
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

ア
ル
バ
カ
ー
キ
で
毎
年
秋
に
開

催
さ
れ
る
世
界
的
な
大
イ
ベ
ン

ト
﹁
バ
ル
ー
ン
・
フ
ィ
エ
ス
タ

︵B
alloon Fiesta

︶﹂
の
行
方

を
懸
念
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

そ
れ
が
悲
し
く
も
現
実
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。今
月
の﹁
魅

惑
の
旧
街
道
を
行
く
シ
リ
ー

ズ
﹂
シ
ー
ズ
ン
③ 

第
16
話
は
、

先
月
か
ら
話
題
の
延
長
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
﹁
バ
ル
ー
ン
・

フ
ィ
エ
ス
タ
﹂
に
つ
い
て
来
年

を
見
据
え
た
宣
伝
も
兼
ね
て
、

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

先
月
中
旬
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ

国
際
バ
ル
ー
ン
・
フ
ィ
エ
ス
タ

の
主
催
者
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
理
由
と

な
り
、
１
９
７
２
年
に
開
始
し

て
以
来
初
め
て
同
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
を
発
表
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
の
観
光
経
済
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
毎
年
10
月
の
第
１

週
目
よ
り
９
日
間
に
渡
っ
て
開

催
さ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
約

85
万
人
を
動
員
す
る
か
ら
で

す
。こ
の
よ
う
な
あ
る
意
味﹁
旗

艦
﹂
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
３
か

月
以
上
も
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を

発
表
す
る
こ
と
は
、
今
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
い
か
に
深
刻
な
の

か
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
エ
ス
タ
理
事
会
の
マ
ッ

ト
・
ガ
ス
リ
ー
会
長
は
同
イ
ベ

ン
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
当

初
は
彼
ら
非
営
利
団
体
は
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
残

さ
れ
た
期
間
を
考
慮
し
た
結

果
、
参
加
者
の
健
康
と
福
祉
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
取
り
分
け
パ
イ
ロ
ッ

ト
、
ゲ
ス
ト
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、

ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
安
全
は
常
に

最
優
先
事
項
で
あ
り
る
こ
と
等

を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
結

論
と
し
て
、
も
し
誰
か
が
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
結
果

C
O

V
ID

-19

に
感
染
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
イ
ベ
ン

ト
が
完
全
に
失
敗
す
る
こ
と
を

意
味
し
、
今
後
の
在
り
方
さ
え

左
右
し
か
ね
な
い
こ
と
を
考
慮

し
、
第
49
回
﹁
ア
ル
バ
カ
ー
キ

ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

バ
ル
ー
ン
・
フ
ィ
エ
ス
タ
﹂
の

開
催
を
来
年
２
０
２
１
年
10
月

２
日
〜
10
日
に
託
す
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
観
光
局

は
、﹁
バ
ル
ー
ン
・
フ
ィ
エ
ス

タ
の
延
期
と
い
う
極
め
て
困
難

な
決
定
を
支
持
し
ま
す
﹂
と
、

す
ぐ
に
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。
バ
ル
ー
ン
・
フ
ィ
エ
ス
タ

を
軸
と
す
る
観
光
業
は
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
の
復
興
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
が
、
公
共
の
安

全
を
最
優
先
し
た
結
論
と
な
る

わ
け
で
す
。

　

で
は
こ
こ
か
ら
は
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。
ア
ル
バ
カ
ー
キ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ル
ー

ン
・
フ
ィ
エ
ス
タ
は
10
月
初
旬

に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ

カ
ー
キ
で
開
催
さ
れ
る
、
毎
年

恒
例
の
﹁
熱
気
球
飛
ば
し
﹂
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
第
１
回
目
の

１
９
７
２
年
は
わ
ず
か
13
組

の
参
加
で
し
た
が
、
今
で
は

５
０
０
組
以
上
が
参
加
す
る
熱

気
球
関
連
で
は
世
界
屈
指
の
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
始

ま
り
は
地
元
ラ
ジ
オ
局
、770 

K
O

B
 R

adio

の
50
歳
の
誕
生

日
祝
い
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
し

た
。
同
局
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

あ
っ
た D

ick M
cK

ee

氏
は

同
州
で
初
め
て
熱
気
球
を
所
持

し
た Sid C

utter

氏
に
、
彼

の
熱
気
球
を
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

の
一
環
と
し
て
使
用
で
き
な
い

か
と
尋
ね
ま
す
。
熱
気
球
で

は
第
一
人
者
で
あ
る O

scar 
K

ratz

氏
に
も
相
談
し
、
３
人

は
日
々
議
論
に
明
け
暮
れ
ま
し

た
。
そ
こ
でK

ratz

氏
か
ら

の
提
案
は
﹁
史
上
最
大
の
熱
気

球
イ
ベ
ン
ト
︵
当
時
は
英
国

で
行
わ
れ
た
19
組
参
加
︶
を

超
え
る
催
し
が
出
来
る
な
ら
﹂

と
い
う
も
の
で
し
た
。Sid

と

D
avid

は
挑
戦
す
る
こ
と
に

同
意
、
そ
の
後
21
人
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
か
ら
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
得
た
も
の
の
、
悪
天
候
に
よ

っ
て
そ
の
地
に
到
達
で
き
ぬ
者

も
多
く
、
結
果
最
初
の
フ
ィ
エ

ス
タ
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
主
催
の
下
、
72

年
４
月
８
日
に
13
組
の
﹁
風
船

の
集
ま
り
﹂
と
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
、
ア
イ
オ
ワ
州
、

ミ
シ
ガ
ン
州
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
、

ネ
バ
ダ
州
、
そ
し
て
テ
キ
サ
ス

州
か
ら
の
バ
ル
ー
ニ
ス
ト
が
参

加
し
、
総
勢
２
万
人
を
動
員
す

る
立
派
な
も
の
で
し
た
。翌
年
、

ア
ル
バ
カ
ー
キ
で
は
２
月
に
第

１
回
﹁
世
界
熱
気
球
選
手
権
﹂

が
開
催
さ
れ
、
フ
ィ
エ
ス
タ
は

国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。
75
年
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
主
催
の

熱
気
球
フ
ィ
エ
ス
タ
は
ア
ル
バ

カ
ー
キ
世
界
選
手
権
と
時
期
が

重
な
り
、
さ
ら
に
は
気
球
は
寒

い
2 

月
よ
り
も
秋
の
方
が
は

る
か
に
飛
行
に
適
し
た
時
期
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
２
つ
の
イ

ベ
ン
ト
は
合
併
し
、
現
在
に
至

る
ま
で
10
月
初
旬
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

バ
ル
ー
ン
・
フ
ィ
エ
ス
タ
は

そ
の
後
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
日

で
は
世
界
最
大
の
バ
ル
ー
ン
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
登
録
さ
れ
た
バ
ル
ー
ン
の

数
は
２
０
０
０
年
に
１
０
１
９

の
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
が

﹁
量
よ
り
質
﹂
を
重
視
し
、
01

年
か
ら
数
を
７
５
０
に
、
そ
し

て
09
年
に
は
６
０
０
に
制
限
し

ま
し
た
。
か
く
言
う
筆
者
も
約

10
年
ほ
ど
前
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ

近
郊
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
勤

務
し
、
フ
ィ
エ
ス
タ
の
ス
ポ
ン

サ
ー
の
１
社
と
し
て
貴
重
な
体

験
を
し
ま
し
た
。
来
年
21
年
の

10
月
は
皆
でG

o W
est

！
そ

れ
で
は
ま
た
来
月
お
目
に
か
か

り
ま
す
！
︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー

ト
66
協
会
ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂　
を
フ
ォ
ー
カ
ス

そ
の
16

：

今
年
は
断
念
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ
の
国
際
気
球
祭

 第 365 回

　

以
前
︵
第
１
９
６
回
︶、
埼

玉
県
入
間
市
に
あ
る
﹁
ジ
ョ
ン

ソ
ン
タ
ウ
ン
﹂
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
東
京
都
福
生
︵
ふ
っ
さ
︶

市
の
米
軍
横
田
基
地
の
近
く
に

も
﹁
福
生
ベ
ー
ス
サ
イ
ド
ス
ト

リ
ー
ト
﹂
と
い
う
エ
リ
ア
が
あ

る
の
で
、
今
回
は
こ
ち
ら
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　

横
田
に
は
、
１
９
４
０
年
に

東
京
陸
軍
航
空
学
校
、
41
年
に

陸
軍
航
空
整
備
学
校
が
開
校
さ

れ
、
45
年
の
終
戦
と
と
も
に
こ

れ
ら
の
旧
陸
軍
施
設
は
す
べ
て

米
軍
に
接
収
さ
れ
、
米
軍
横
田

基
地
︵Y

okota Base

︶
が
誕

生
し
ま
す
。
そ
の
後
立
川
市
や

福
生
市
は
50
年
代
か
ら
80
年
代

に
か
け
て
住
宅
地
造
成
が
進
行

し
、
都
心
に
勤
務
す
る
人
々
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
機
能

を
益
々
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

ベ
ー
ス
サ
イ
ド
ス
ト
リ
ー
ト

は
、
も
と
も
と
国
道
16
号
線
に

沿
っ
た
典
型
的
な
路
線
型
商
店

街
で
、
横
田
基
地
の
軍
関
係
者

向
け
に
商
店
が
出
現
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
戦
後
、
基
地
関

係
者
、
そ
し
て
一
般
居
住
者
も

急
増
し
、
１
９
８
５
年
3
月

に
﹁
福
生
武
蔵
野
商
店
街
振
興

組
合
﹂
が
発
足
し
ま
し
た
。
発

足
当
初
の
経
緯
に
よ
り
、
業
種

は
テ
ー
ラ
ー
や
バ
ー
等
も
含
む

飲
食
店
、
あ
る
い
は
軍
人
向
け

に
観
光
土
産
品
を
含
む
日
用
雑

貨
、
家
具
イ
ン
テ
リ
ア
の
お
店

が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
色
の
強
い

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。
そ
の
後
基
地

全
体
の
縮
小
政
策
な
ど
も
あ

り
、
利
用
客
は
基
地
内
居
住
者

か
ら
市
内
外
の
ア
メ
リ
カ
的
雰

囲
気
を
楽
し
む
一
般
の
方
々
に

シ
フ
ト
し
て
い
き
、
現
在
で
は

基
地
内
居
住
者
と
の
交
流
を
進

め
な
が
ら
、
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
横
田
基
地
の
日
米
友
好
祭

へ
の
参
加
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、﹁
日
本

で
一
番
ア
メ
リ
カ
に
近
い
商
店

街
﹂
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
タ
ウ
ン
や
沖
縄

の
﹁
港
川
ス
テ
イ
ツ
サ
イ
ド

タ
ウ
ン
﹂
同
様
、
福
生
に
も

ア
メ
リ
カ
ン
ハ
ウ
ス
が
多
数
存

在
し
、
１
９
５
０
〜
60
年
代
に

１
０
０
０
棟
以
上
が
建
設
さ

れ
、
現
在
も
百
数
十
棟
余
り
が

一
定
の
地
域
に
残
っ
て
い
ま

す
。﹁
福
生
ア
メ
リ
カ
ン
ハ
ウ

ス
﹂
は
、
58
年
に
建
て
ら
れ
た

当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
形

で
残
さ
れ
て
い
る
文
化
遺
産

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
族
向
け
の
や
や
大
き

な
3
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
タ
イ
プ

で
、
米
軍
関
係
者
が
帰
国
し
た

後
は
、
長
い
間
日
本
人
が
普
通

に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
福
生

市
と
商
店
街
が
協
力
し
、
サ
ッ

シ
な
ど
は
当
時
の
も
の
に
改
修

し
、
室
内
に
は
当
時
の
写
真
等

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
個
性
的
な
シ
ョ
ッ

プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒
を
連

ね
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
沖
縄
育

ち
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
や
、﹁
六
本
木
で
生

ま
れ
て
、
横
田
基
地
で
育
っ
た

日
本
初
の
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
﹂
と

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
つ
い
て
る

N
ICO

LA

ピ
ザ
店
な
ど
が
有

名
で
、
福
生
に
あ
る
ハ
ム
工
場

で
作
ら
れ
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
使

っ
た
﹁
福
生
ド
ッ
グ
﹂
は
地
元

で
は
有
名
な
Ｂ
級
グ
ル
メ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
驚
く
べ

き
こ
と
に
福
生
の
い
く
つ
か
の

店
舗
で
は
、
米
ド
ル
が
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、

酒
蔵
や
多
国
籍
レ
ス
ト
ラ
ン
も

多
く
、
様
々
な
楽
し
み
方
が
で

き
る
町
だ
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京

都
国
立
博
物
館
副
館
長
︶

福生ベースサイド
ストリート

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも 10 年分保存！

www.nyseikatsu.com
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エッセイ連載 ⑥

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

ふ
た
り
ぼ
っ
ち

　

W
hat brought y

ou to 
N

ew
 Y

ork? 

ど
う
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
の
で
す
か
。

ど
こ
の
出
身
で
す
か
、
と
同
じ

く
ら
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

よ
く
聞
か
れ
る
質
問
だ
。

　

あ
の
と
き
も
、
そ
れ
が
話
の

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
九
十
六
丁

目
の
角
を
曲
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
地
下
鉄
の
轟
音
が
聞
こ
え

た
の
で
、
駆
け
足
で
階
段
を
下

り
、
改
札
を
通
り
抜
け
た
が
、

す
で
に
ホ
ー
ム
に
電
車
の
姿
は

な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
向
か
っ

た
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
に
は
、
女

の
人
が
ひ
と
り
、
背
中
を
丸

め
、
空
を
見
つ
め
て
す
わ
っ
て

い
た
。
中
南
米
の
ス
ペ
イ
ン
語

圏
か
ら
の
移
民
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

今
、
来
た
電
車
は
Ｃ
ト
レ
イ

ン
で
し
た
か
、
と
尋
ね
る
と
、

い
い
え
。
Ｂ
よ
。
私
も
Ｃ
を
待

っ
て
い
る
の
よ
、
と
そ
の
人
が

答
え
た
。
週
末
は
地
下
鉄
の
ル

ー
ト
が
よ
く
変
わ
る
か
ら
、
何

が
何
だ
か
わ
か
ら
な
く
て
、
と

私
が
ぼ
や
く
。
こ
の
辺
に
住
ん

で
い
る
の
？  

と
そ
の
人
が
私

に
聞
い
た
。
い
い
え
。
あ
な
た

は
？ 

も
っ
と
北
の
ブ
ロ
ン
ク

ス
よ
。
話
し
て
い
る
と
、
Ｃ
ト

レ
イ
ン
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
き

た
。私
た
ち
は
隣
に
す
わ
っ
た
。

そ
の
人
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
出
身

だ
っ
た
。

　

W
hat brought y

ou to 
N

ew
 Y

ork?　

ど
う
し
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
き
た

の
？　

軽
い
気
持
ち
で
、
私
が

尋
ね
た
。

　

It's a long story.　

話
せ

ば
長
い
の
よ
。
そ
う
言
っ
て
笑

う
と
、
女
の
人
は
自
分
の
物
語

を
話
し
始
め
た
。

　

私
が
生
ま
れ
る
前
に
、
父
は

母
を
置
い
て
、
家
を
出
て
い
っ

た
の
。
そ
し
て
私
が
八
歳
の
と

き
、今
度
は
母
が
私
を
置
い
て
、

家
を
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
は
母
方
の
祖
母
に
育
て
ら
れ

た
の
。
母
は
ひ
と
り
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
と
、
あ
と
で

知
っ
た
。
十
八
歳
に
な
っ
た
と

き
、
母
を
追
い
求
め
て
、
私
も

ひ
と
り
で
こ
の
街
に
や
っ
て
き

た
の
。
で
、
お
母
さ
ん
に
は
会

え
た
の
？ 

そ
の
人
は
首
を
横

に
振
っ
た
。
会
え
る
わ
け
が
な

い
わ
よ
。
こ
の
大
都
会
の
ど
こ

に
母
が
い
る
か
、
何
の
手
が
か

り
も
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。
で

も
、
母
に
会
い
た
い
一
心
で
、

飛
び
出
し
て
き
ち
ゃ
っ
た
。
あ

れ
か
ら
も
う
二
十
年
も
た
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

そ
う
言
う
と
、
み
る
み
る
う

ち
に
、
そ
の
人
の
目
か
ら
涙
が

あ
ふ
れ
出
し
た
。
ご
め
ん
な
さ

い
。
聞
か
な
け
れ
ば
、
よ
か
っ

た
わ
ね
。
い
い
え
。
聞
い
て
く

れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

降
り
る
と
き
、
私
が
声
を
か

け

た
。Y

ou never know
. 

Y
ou m

ight run into your 
m

other tom
orrow

. T
his 

is N
ew

 Y
ork. A

nything 
can happen.　

わ
か
ら
な
い

わ
よ
。
明
日
、
お
母
さ
ん
に
ば

っ
た
り
会
う
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
何
だ

っ
て
起
こ
り
得
る
ん
だ
か
ら
。

　

そ

の

人

が

笑

っ

た
。

T
hank you for listening.　

話
を
聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。

　

地
下
鉄
で
そ
ば
に
す
わ
っ
て

い
た
人
た
ち
は
、
そ
の
人
と
私

が
た
っ
た
今
、出
会
っ
た
と
は
、

想
像
も
し
な
い
だ
ろ
う
。で
も
、

そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う

街
で
も
あ
る
。
そ
っ
と
し
て
お

い
て
ほ
し
け
れ
ば
、
群
衆
の
な

か
で
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
い
る
こ

と
も
で
き
る
。
で
も
、
誰
か
と

話
し
た
け
れ
ば
、
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
で
は
な
く
、
ふ
た
り
ぼ
っ
ち

に
な
れ
る
。
そ
れ
も
、
地
球
の

反
対
側
か
ら
や
っ
て
き
た
、
見

ず
知
ら
ず
の
人
と
で
も
。

　

い
つ
か
私
が
ふ
た
り
ぼ
っ
ち

に
な
り
た
い
と
き
も
、
き
っ
と

耳
を
傾
け
て
く
れ
る
人
が
い
る

だ
ろ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
な

ぜ
か
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
る

街
な
の
だ
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
６
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
を
さ
が
し
て
﹄
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
40
万
部
突
破
の

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂
シ

リ
ー
ズ
︵
全
９
巻
︶
は
文
春
文

庫
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
紙
コ
ラ
ム
﹁
イ
ケ
メ
ン
服

飾
Ｑ
＆
Ａ
﹂
を
執
筆
す
る
ケ
ン

青
木
さ
ん
が
、
プ
ラ
チ
ナ
エ

イ
ジ
振
興
会
主
催
の
第
６
回

２
０
２
０
年
度
ベ
ス
ト
プ
ラ
チ

ナ
エ
イ
ジ
ス
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
部
門
賞
を
受
賞
し
た
。
同
賞

は
男
女
１
人
ず
つ
で
、
女
性
は

出
版
業
界
で
活
躍
す
る
干
場
弓

子
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

　

表
彰
式
は
日
本
時
間
５
日
、

ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ホ
テ
ル
東
京

の
グ
ラ
ン
ド
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

に
て
行
わ
れ
た
。
注
目
の
ベ
ス

ト
プ
ラ
チ
ナ
エ
イ
ジ
ス
ト
︵
大

賞
︶
に
は
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
で
活

躍
の
未
唯m

ie

さ
ん
と
増
田

惠
子
さ
ん
が
、
男
性
は
米
米
ク

ラ
ブ
の
リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル
石
井

竜
也
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。
特

別
賞
に
は
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

青
木
功
さ
ん
が
、
女
性
活
躍
賞

に
は
ア
パ
ホ
テ
ル
の
社
長
元
谷

芙
美
子
さ
ん
、
ミ
ス
・
パ
リ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
専
門
学
校
大
宮

校
校
長
の
島
田
薫
さ
ん
、美
容
・

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
賞
に
は
エ

イ
ジ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

朝
倉
匠
子
さ
ん
、
企
業
家
・
社

会
貢
献
賞
に
は
諏
訪
中
央
病
院

名
誉
院
長
の
鎌
田
實
医
師
が
そ

ベストプラチナエイジスト表彰式
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
賞

ケ
ン
青
木
さ
ん
受
賞

　

Ｎ
Ｙ
市
内
の
動
物
園
と
水
族

館
は
他
の
施
設
と
同
様
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
数
か
月
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
た

が
、
今
月
24
日
︵
金
︶
に
再
開

す
る
予
定
。ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
︵
Ｗ
Ｃ
Ｓ
︶
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ

会
員
で
あ
る
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物

園
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
水
族
館
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
動
物
園
、

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
動
物

園
、
ク
イ
ー
ン
ズ
動
物
園
を
24

日
に
再
開
す
る
と
発
表
し
た
。

施
設
内
の
屋
外
・
屋
内
展
示
へ

の
入
場
が
可
能
と
な
る
が
、
来

園
時
に
は
３
歳
以
上
の
す
べ
て

の
来
園
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
が

必
要
と
な
る
。

動物園と水族館
24日にオープン
ニューヨーク市内

　

美
容
・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

部
門
で
受
賞
し
た
朝
倉
匠
子
さ

ん
︵
右
︶
と
青
木
さ
ん

れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
エ
イ
ジ
ス
ト
と

は
、
60
歳
を
過
ぎ
た
人
を
﹁
高

齢
者
﹂﹁
シ
ニ
ア
﹂﹁
老
人
﹂
と

い
う
呼
び
方
で
は
な
く
﹁
永
遠

に
輝
き
続
け
る
世
代
﹂
と
い
う

意
味
で
﹁
プ
ラ
チ
ナ
﹂
と
称
し

た
も
の
。そ
の
心
に
夢
を
持
ち
、

活
動
的
、
創
造
的
に
日
々
を
過

ご
し
、
社
会
で
活
躍
・
貢
献
し

て
い
る
人
た
ち
を
讃
え
、
後
進

の
目
標
と
な
れ
ば
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
プ
ラ
チ

ナ
原
石
の
石
言
葉
は
﹁
多
感
な

心
﹂、
そ
し
て
プ
ラ
チ
ナ
の
石

言
葉
は
﹁
永
遠
﹂
で
あ
る
。
７

月
５
日
を
﹁
プ
ラ
チ
ナ
エ
イ
ジ

の
日
﹂
と
し
、
毎
年
授
賞
式
を

開
催
し
て
い
る
。
第
１
回
ベ
ス

ト
プ
ラ
チ
ナ
エ
イ
ジ
ス
ト
は

２
０
１
５
年
に
開
催
、
大
賞
は

ピ
ー
タ
ー
こ
と
池
畑
慎
之
介
さ

ん
が
受
賞
し
て
い
る
。

本
紙
編
集
部
イ
ン
タ
ー
ン
募
集

　

情
報
収
集
、
ニ
ュ
ー
ス
取
材

助
手
、
翻
訳
、
執
筆
調
査
な
ど

在
宅
編
集
ア
シ
ス
タ
ン
ト
。
学

生
可
。
編
集
部
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル

m
iura@

nyseikatsu.com
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